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中型ロールベーラ 
 

 
 

取 扱 説 明 書 

 

 

製品コード                K49633        K49634  

型               式  TRB2240AT・TRB2240AN 
 

製品コード                K49635        K49636  

型               式  TCR2240AT・TCR2240AN 
 

 

 

 

 

 

 

部品ご注文の際は、ネームプレートをお確かめの上、 

部品供給型式を必ずご連絡下さい。 
 

“必読”機械の使用前には必ず読んでください。 
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安全に関する警告について 
 

 本機には、 印付きの警告ラベルを貼付しています。安全上、特に重要な項目を示しています。

警告を守り、安全な作業を行ってください。 

 

 

            その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになる 

            ものを示します。 
            
            その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性が 

            あるものを示します。 
 
            その警告文に従わなかった場合、ケガを負うおそれがあるものを 

            示します。 
 

 

 

安全に作業するために 

  危 険 
 

  警 告 
 

  注 意 

  警告ラベルについて 
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 － ラベルが損傷した時は － 
   警告ラベルは、使用者および周囲の作業者などへ危険を知らせる大切なものです。 

  ラベルが損傷した時は、すみやかに貼り替えてください。 

   注文の際には、この図に示す 部品番号 をお知らせください。
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 ここに記載されている注意事項を守らないと、死亡

を含む傷害を生じる恐れがあります。 

 作業前には、本取扱説明書をよくお読みになり、十

分に理解してからご使用ください。 

 

 

作 業 前 に 

 

 

 

 注意 

機械の取り扱いで分からない事があった時、取

扱説明書を製品に近接して保存していないた

め、自分の判断だけで対処すると思わぬ事故を

起こし、ケガをする事があります。 

取扱説明書は分からない事があった時にすぐに

取り出せるよう、製品に近接して保存してくだ

さい。 

 

 

 注意 

取扱説明書に記載されている安全上の注意事項

や取扱要領の不十分な理解のまま作業すると、

思わぬ事故を起こす事があります。 

作業を始める時は、製品に貼付している警告ラ

ベル、取扱説明書に記載されている安全上の注

意事項、取扱要領を十分に理解してから行って

ください。 
 

 

 

 警告 

体調が悪い時、機械操作に不慣れな場合などに

運転すると、思わぬ事故を起こす事があります。

次の場合は、運転しないでください。 
  

□  過労、病気、薬物の影響、その他の理由に 

 より作業に集中できない時。 

□  酒を飲んだ時。 

□  機械操作が未熟な人。 

□  妊娠している時。 
 

 

 

 警告 

作業に適さない服装で機械を操作すると、衣服

の一部が機械に巻き込まれ、死亡を含む傷害を

まねく事があります。 

次に示す服装で作業してください。 

□ 袖や裾は、だぶつきのないものを着用する。 

□ ズボンや上着は、だぶつきのないものを着用

する。 

□ ヘルメットを着用する。 

□ はちまき、首巻きタオル、腰タオルなどはし

ない。 
 

 

 

 警告 

機械を他人に貸す時、取扱説明書に記載されて

いる安全上の注意事項や取扱要領が分からない

ため、思わぬ事故を起こす事があります。 

取扱い方法をよく説明し、取扱説明書を渡して

使用前にはよく読むように指導してください。 
 

 

 

 注意 

機械の改造や、当社指定以外のアタッチメン

ト・部品などを取り付けて運転すると、機械の

破損や傷害事故をまねく事があります。 

機械の改造はしないでください。 

アタッチメントは、当社指定製品を使用してく

ださい。 

部品交換する時は、当社が指定するものを使用

してください。 
 

 

 

 警告 

軸受が破損したまま作業すると高温になり、収

穫物や堆積したワラなどに引火し、火災が発生

するおそれがあります。 

作業前には必ず軸受に破損がないか確認し、ワ

ラなどが堆積している時は、きれいに取り除い

てください。 

 注意 

始業点検を怠ると、機械の破損や傷害事故をま

ねく事があります。 

作業を始める前には、取扱説明書に基づき点検

を行ってください。 
 

 

 

 警告 

エンジンを始動する時、トラクタの横やステッ

プに立ったまま行うと、緊急事態への対処がで

きず、運転者はもちろん周囲にいる人がケガを

する事があります。 

運転席に座り、周囲の安全を確認してから行っ

てください。 

エンジンを始動する時、主変速レバーを「Ｎ」

（中立）にして行わないと、変速機が接続状態

になっているため、トラクタが暴走し思わぬ事 

取扱説明書は製品に近接して保存を 

取扱説明書をよく読んで作業を 

こんな時は運転しないでください 

機械を他人に貸す時は 

機械の改造禁止 

始業点検の励行 

安全操作上の注意点 
 

服装は作業に適していますか 

エンジン始動・発進する時は 



  

4 

 

故を起こす事があります。 

主変速レバーを「Ｎ」（中立）にして行ってくだ

さい。 

急発進するとトラクタ前輪が浮き上がる事があ

り、運転者が振り落とされたり、周囲の人を巻

き込んだり、思わぬ事故を起こす事があります。 

周囲の安全を確認し、ゆっくりと発進してくだ

さい。 

室内で始動する時、排気ガスにより中毒になる

事があります。 

窓、戸などを開け、十分に換気してください。 

ＰＴＯを切らないでエンジンを始動すると、急

に作業機が駆動され、周囲にいる人がケガをす

る事があります。 

ＰＴＯを切ってから始動してください。 
 

 

 

 警告 

作業機を着脱するためにトラクタを移動させる

時、トラクタと作業機の間に人がいると、挟ま

れてケガをする事があります。 

トラクタと作業機の間に人を近づけないでくだ

さい。 

 注意 

作業機をトラクタに着脱する時、傾斜地や凹凸

地または軟弱地などで行うと、トラクタが不意

に動き出し、思わぬ事故を起こす事があります。

平坦で地盤のかたい所で行ってください。 

作業機をトラクタから切り離す時、輪止めをせ

ずに行うと、作業機が爆走して思わぬ事故を起

こす事があります。 

切り離す時は、スタンドを接地させ、作業機の

車輪に輪止めをしてください。 

連結するトラクタによっては、前輪荷重が軽く

なり、操縦が不安定となって、思わぬ事故をま

ねく事があります。 

トラクタへフロントウエイトを取り付け、バラ

ンスを取ってください。 
 

 

 

 危険 

カバーのないパワージョイントを使用すると、

巻き込まれてケガをする事があります。 

カバーのないパワージョイントは、使用しない

でください。 

カバーが破損したまま使用すると、巻き込まれ

てケガをする事があります。 

損傷したらすぐに取り替えてください。 

使用前には、損傷がないか点検してください。 

トラクタおよび作業機に着脱する時、第三者の

不注意により、不意にパワージョイントが回転

し、ケガをする事があります。 

ＰＴＯを切り、トラクタのエンジンをとめて、

行ってください。 

カバーのチェーンを取り付けないで使用する

と、カバーが回転し、巻き込まれてケガをする

事があります。 

トラクタ側と作業機側のチェーンを回転しない

所に連結してください。 

 注意 

最伸時の重なりが 100mm を下回ると、ジョイン

トを回転させた時、破損しケガをする事があり

ます。 

最縮時の隙間が25mmよりも小さくなると、ジョ

イントの突き上げが起きる事があり、ジョイン

トの破損をまねき、ケガをする事があります。

適正な重なり量で使用してください。 

パワージョイントを接続した時、クランプピン

が軸の溝に納まっていないと、使用中に外れ、

ケガをする事があります。 

溝に納まっているか、接続部を押し引きして確

かめてください。 

 

 

 

 注意 

トラクタに作業機を連結して公道を走行する

と、道路運送車両法に違反します。 

トラクタに作業機を装着しての走行はしないで

ください。 
   

 

 

 危険 

移動走行する時、トラクタのブレーキペダルが

左右連結されていないと、片ブレーキになり、

トラクタが左右に振られ横転などが起こり、思

わぬ事故をまねく事があります。 

ほ場での特殊作業以外は、ブレーキペダルは左

右連結して使用してください 

 警告 

トラクタに運転者以外の人を乗せると、トラク

タから転落したり、運転操作の妨げになって、

緊急事態への対処ができず、同乗者はもちろん、

周囲の人および運転者自身がケガをする事があ

ります。 

トラクタには、運転者以外に人は乗せないでく

ださい。 

急制動・急旋回を行うと、運転者が振り落とさ

れたり、周囲の人を巻き込んだり、思わぬ事故

を起こす事があります。 

急制動・急旋回はしないでください。 

坂道・凹凸地・急カーブで速度を出しすぎると、

転倒あるいは転落事故を起こす事があります。

低速走行してください。 

移動走行する時は 

公道走行禁止 

作業機を着脱する時は 

パワージョイントを使用する時は 



  

5 

 

旋回する時、内輪差により周囲の人を作業機に

巻き込み、ケガをさせる事があります。 

周囲の人や障害物との間に十分な間隔を保って

ください。 

側面が傾斜していたり、側溝がある通路で路肩

を走行すると転落事故を起こすことがありま

す。 

路肩は走行しないでください。 

高低差の大きい段差を乗り越えようとすると、

トラクタが転倒あるいは横転し、ケガをする事

があります。 

あゆみ板を使用してください。 

作業機の上に人を乗せると、転落し、ケガをす

る事があります。 

また、物を載せて走行すると、落下し、周囲の

人へケガを負わせる事があります。 

作業機の上には、人や物などは乗せないでくだ

さい。 

・わき見運転をすると、周囲の障害物の回避や、

周囲の人への危険回避などができず、思わぬ事

故を起こす事があります。 

前方や周囲へ十分に注意を払いながら運転して

ください。 

・手放し運転をすると、思わぬ方向へ暴走し、事

故を起こす事があります。 

しっかりとハンドルを握って運転してくださ

い。 

 注意 

・作業機への動力を切らないで走行すると、周囲

の人を回転物に巻き込み、ケガを負わせる事が

あります。 

移動走行する時は、ＰＴＯを切ってください。 

 

 

作 業 中 は 

 

 

 

 危険 

ゲートを開けて点検・調整中、不意にゲートが

閉まり、挟まれて死亡または重傷を負うことが

あります。 

ストップバルブを「閉」側に切替えてゲートを

確実に固定してください。 

その後ゲートロックを取り付けてください。 

・ゲートを閉じる時、中に人がいるとゲートに挟

まれて死亡または重傷を負うことがあります。

周囲に人を近づけないでください。 

 警告 

運転中又は回転中、ピックアップに接触すると

巻き込まれ、ケガをする事があります｡ 

周囲に人を近づけないでください。 

ピックアップへの手供給は、危険です。 

やめてください。 

ピックアップ部に草が詰まった時は、必ず作業

クラッチ及びエンジンを切ってから除去してく

ださい。 

運転中又は回転中、ローラに接触すると巻き込

まれ、ケガをする事があります。 

ローラに触れないでください。 

ローラに草が巻き付いた時は、必ずＰＴＯ及び

エンジンを切ってから除去してください。 

・ゲートを開ける時、後方に人がいると壁などの

間に挟まれ、ケガをする事があります。 

周囲に人を近づけないでください。 

後方をよく確認してから開けてください。 

傾斜地で排出すると、ベールが転がり、巻き込

まれてケガをする事があります。 

ベールの排出は、平坦な場所で行ってください。 

・トワイン又はネットを装着する時、ローラに接

触すると巻き込まれ、ケガをする事があります。

ＰＴＯを切り、エンジンをとめてから行ってく

ださい。 

作業する時、周囲に人を近づけると、機械に巻

き込まれ、ケガをする事があります。 

周囲に人を近づけないでください。 

作業機指定のＰＴＯ回転速度を超えて作業する

と、機械の破損により、ケガをする事がありま

す。 

指定回転速度を守ってください。 

作業機の上に人を乗せると、転落し、ケガをす

る事があります。 

また、物を載せて作業すると、落下し、周囲の

人へケガをさせる事があります。 

作業機の上には、人や物などは乗せないでくだ

さい。 

傾斜地で速度を出しすぎると、暴走事故をまね

く事があります。 

低速で作業してください。 

下り作業をする時、坂の途中で変速すると、暴

走する原因となります。 

坂の前で低速に変速して、ゆっくりとおりてく

ださい。 

わき見運転をすると、周囲の障害物の回避や、

周囲の人への危険回避などができず、思わぬ事

故を起こす事があります。 

前方や周囲へ、十分に注意を払いながら運転し

てください。 

・手放し運転をすると、思わぬ方向へ暴走し、事

故を起こす事があります。 

しっかりとハンドルを握って運転してくださ

い。 

 

 

 

作業する時は 
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 注意 

・運転中又は回転中、ジョイントに接触すると巻

き込まれ、ケガをする事があります。 

手を入れないでください。 

・運転中又は同転中、カバーを開けると回転物に

巻き込まれ、ケガをする事があります。カバー

を開けないでください。 

・機械の調整や、付着物の除去などを行う時、Ｐ

ＴＯ及びエンジンをとめずに作業すると、第三

者の不注意により、不意に作業機が駆動され、

思わぬ事故を起こす事があります。 

ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可動

部がとまっている事を確かめて行ってくださ

い。 

・原料水分が20％を越えた牧草を梱包すると、牧

草のくん炭化あるいは自然発火する事がありま

す。 

十分乾燥してから梱包してください。 

・乾草舎で発煙を認めた場合は、搬出作業を中止

して直ちに消防署に通報し、その指導に従って

ください。 

 

 

 警告 

トラクタから離れる時、傾斜地や凹凸地などに

駐車すると、トラクタが暴走して思わぬ事故を

起こす事があります。 

平坦で安定した場所に駐車し、トラクタのエン

ジンをとめ、駐車ブレーキをかけて暴走を防い

でください。 
 

 

 

 危険 

ストップバルブを閉じないで作業するとゲート

が閉じ、死亡または重傷を負うことがあります。

ストップバルブを「閉」側に切替えてください。

その後ゲートロックを取り付けてください。 

・ベール排出後、ストップバルブを開く時に他者

がゲート下およびチャンバー付近にいると、降

りてきたゲートに挟まれ死亡または重傷を負う

ことがあります。ご自身を含め安全を確認して

からストップバルブを開いてください。 

・ベールをチャンバー内から引き出す時にローラ

が駆動していると、ローラに巻き込まれ死亡ま

たは重傷を負うことがあります。 

ＰＴＯ、エンジンを切ってください。 
 

 

 

 

 

 

 

作業が終わったら 

 

 

 注意 

動力を切らずに、回転部・可動部の付着物の除

去作業などを行うと、機械に巻き込まれてケガ

をする事があります。 

ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可動

部がとまっている事を確かめて行ってくださ

い。 

・カッティングデバイスのナイフまわりの草を除

去する時、ナイフで手をケガすることがありま

す。手がナイフに触れないよう、気を付けて作

業を行ってください。 

・調整又は清掃中、トワインバインディング内に

手を入れるとナイフで手をケガすることがあり

ます。手がナイフに触れないよう気を付けて作

業を行ってください。 
 

 

 

 注意 

作業後の点検を怠ると、機械の調整不良や破損

などが放置され、次の作業時にトラブルを起こ

したり、ケガをする事があります｡ 

作業が終わったら、取扱説明書に基づき点検を

行ってください。 

・ロワーリンクで作業機を持ち上げて点検調整を

行う時、第三者の不注意により、不意に降下し、

ケガをする事があります。 

トラクタロワーリンクの油圧回路をロックして

行ってください。 
 

 

トラクタから離れる時は 

機体を清掃する時は 

終業点検の励行 

ベールを排出処置する時は 
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 危険 

運転中又は調整中、ネットフレーム内に手を入

れると、ナイフが動き、ケガをすることがあり

ます。 

ネットフレーム内には絶対に手を入れないでく

ださい。 

・ゲートを開けて点検・調整中、不意にゲートが

閉まり、挟まれて死亡または重傷を負うことが

あります。 

ストップバルブを「閉」側に切替えてゲートを

確実に固定してください。 

その後ゲートロックを取り付けてください。 

・ゲートを閉じる時、中に人がいるとゲートに挟

まれて死亡または重傷を負うことがあります。

周囲に人を近づけないでください。 

 警告 

・トワイン・ネット巻付装置を調整する時、ロー

ラに接触すると巻き込まれ、ケガをする事があ

ります。 

エンジンおよびＰＴＯを切ってから行ってくだ

さい。 

・作業中、異音や異常発熱があった場合、ただち

に作業を停止し、不調の原因を解消してくださ

い。 

 注意 

・機械に異常が生じた時、そのまま放置すると、

破損やケガをする事があります。 

取扱説明書に基づき行ってください。 

・ロワーリンクで作業機を持ち上げて点検・調整

を行う時、第三者の不注意により、不意に降下

し、ケガをする事があります。 

トラクタロワーリンクの油圧回路をロックして

行ってください。 

・傾斜地や凹凸地または軟弱地などで行うと、本

機が不意に動き出して思わぬ事故を起こす事が

あります。 

平坦で地盤のかたい所で行ってください。 

・ＰＴＯおよびエンジンをとめずに作業すると、

第三者の不注意により、不意に本機が動き出し

て思わぬ事故を起こす事があります。 

ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可動

部がとまっている事を確かめて行ってくださ

い。 

・油圧の継手やホースに、ゆるみや損傷があると、

飛び出る高圧オイルあるいは作業機の急な降下

で、ケガをする事があります。 

補修もしくは部品交換してください。 

継手やホースを外す時は、油圧回路内の圧力を

無くしてから行ってください。 

・不調処置・点検・整備のために外したカバー類

を取り付けずに作業すると、回転部や可動部に 

 

巻き込まれ、ケガをする事があります。 

元通りに取り付けてください。 

・バッテリからバッテリコードを外す時は、 

○－側から外し、取り付ける時は○＋側から取り付

けてください。 

もし逆にすると、作業中工具がトラクタに接触

した場合、火花が生じ、火災事故の原因になり

ます。 

・調整又は清掃中、トワインバインディング内に

手を入れるとナイフで手をケガすることがあり

ます。手がナイフに触れないよう気を付けて作

業を行ってください。 
 

 

 

 

不調処置・点検・整備をする時 
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 適切な装着で安全な作業をしましょう。 

 

１ 各部の名称とはたらき 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１. ２Ｐフレーム 

      トラクタとロールベーラ本体を連結させるもの 

  です。 
  
２. ピックアップ 

      牧草・稲ワラ等を拾い上げます。 
  
３. 電動シリンダ・ピックリフト 

   ピックアップを移動状態⇔作業状態にするもの

です。 
 
４. クロップカバー 

   クロップカバーは、牧草・稲ワラのロータへの 

  円滑な供給を補助するものです。 
 
５. スクリュー・スクレーパ 

スクリューは、ピックアップで拾い上げられた

牧草・稲ワラのロータ巾より外側の部分を内側に

移動させるものです。 

   スクレーパは、スクリューへの牧草・稲ワラの 

  巻付きを防止するものです。 
 
６. スリップクラッチ 

   スリップクラッチは、ピックアップ・スクリュ

ーに過負荷が作用した場合に動力の伝達を遮断し、 

  ピックアップ部・スクリュー部の破損を最小限に 

  おさえるものです。 

 

 
 

７. シャーボルト 

      シャーボルトは、過負荷が作用した場合にトラ

クタとロールベーラ本体の動力の伝達を遮断し、 

  各部の破損を最小限におさえるものです。 
 
８. パワーパッケージ 

   パワーパッケージは油圧を発生させ、油圧シリ

ンダを作動させるものです。 

１ トラクタへの装着 
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９. ベールイジェクタ 

ベールイジェクタは、排出時にベールを後方に

ころがしゲートの開閉を円滑にするものです。 
   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

11. トワインバインディング装置 

   （ＴＲＢ・ＴＣＲ２２４０ＡＴ） 

成形が終了したベールにトワインを巻付けるも

のです。巻数は５段階の中から選ぶことができま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

12. ソウサボックス 

内臓しているブザーでトワイン・ネットのバイ

ンディング開始を知らせ、ゲートの開閉・ピック

アップ昇降の操作、ボトムプレートが下がってい

ることをブザーで知らせるものです。 

また、トワイン・ネットのバインディング装置

の「全自動」「自動」「手動」モードの切替えを行

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. ゲージホイール 

ピックアップの高さを地面に追従させるための

ものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13. ネットバインディング装置 

  （ＴＲＢ・ＴＣＲ２２４０ＡＮ） 

成形が終了したベールにネットを巻付けるもの

です。巻数は、２巻、２.５巻の中から選ぶことが

できます。 

 

 

 

 

 

 

 

14. ロータ、スクレーパ（ロータ部） 

ロータは、牧草・稲ワラをカッティングナイフ

に押し当てて切断しながらチャンバへ供給するも

のです。 

スクレーパは、牧草・稲ワラのチャンバへの円

滑な供給を補助するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15. 制御ボックス 

モータや電動シリンダ等の制御をしているもの

です。 
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16. ボトムプレート（床板） 

大量の作物や異物が入った際に自動で下がり、

負荷を低減する構造を備えています。 

下がったことはソウサボックスのブザーで知ら

せます。 

 

 

 

 

 

 

17. カバーロック解除レバー 

カバーの開閉に使用します。 

カバーを閉じた時にロックされていることを確

認してください。 

 

18. ゲートロック 

ゲートを開けて点検・調整する時に使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 適応トラクタの範囲 

 

本製品は適切なトラクタとの連結により的確に性能

を発揮できるように設計されています。 

不適切なトラクタとの連結によっては、本製品の耐

久性に著しい悪影響を及ぼすことがあります。 

この製品の適応トラクタは次の通りです。 
 

型  式 適応トラクタ 

ＴＲＢ２２４０ＡＴ 

    ２２４０ＡＮ 

26～51.5ｋＷ 

（35～70ＰＳ） 

ＴＣＲ２２４０ＡＴ 

    ２２４０ＡＮ 

29.5～59ｋＷ 

（40～80ＰＳ） 
 

本製品の適応トラクタより小さなトラクタで使用す

ると、負荷に対し十分なパワーが出ないことがあります。 

逆に適応トラクタよりも大きなトラクタでのご使用

時には、過負荷に対し機体の適正値を越えたパワーが

出てしまい、作業機の破損の原因となることがあります。 

 

３ 組立部品 

 

１．解梱 

  本機に仮組している部品をほどいてください。 

 

２．組立部品の明細 

  梱包に同梱されている梱包明細に基づき、必要部

品がそろっているか確認してください。 

 

３．組立要領 

  各部品の組立に必要なボルト・ナット類は、梱包

明細の符号を参照してください。 
 

４ トラクタへの装着 

 

１．ロワーリンクへの連結 

 

 

作業機を連結させるためにトラクタを移動させ 

る時、トラクタと作業機の間に人がいると、挟 

まれてケガをする事があります。 

トラクタと作業機の間に人を近づけないでくだ

さい。 
 

 

 

作業機をトラクタに連結する時、傾斜地や凹凸 

地または軟弱地などで行うと、トラクタが不意 

に動き出し、思わぬ事故を起こす事があります。 

平坦で地盤のかたい所で行ってください。 
 

 

（１）  トラクタのエンジンを始動して、トラクタの
ロワーリンク先端部と作業機の左右のロワーリ
ンクピンの位置が合うまで後進して、トラクタ
をとめてください。 

    エンジンをとめ、駐車ブレーキをかけてくだ
さい。 

（２）  左のロワーリンクを連結し、抜けどめにトラ
クタに付いているリンチピンをロワーリンクに
挿してください。 

    次に、右のロワーリンクも同順で行ってくだ
さい。 

（３） 左右のロワーリンクが同じ高さになるように、 
   トラクタ右側のアジャストスクリューで調整し

てください。 
（４） トラクタのエンジンを始動し、トラクタロワ

ーリンクを昇降する油圧レバーを操作して作業
機を少し上げ、エンジンをとめてください。 

（５） 作業機中心がトラクタ中心におおよそ一致す
る位置に、チェックチェーン（スタビライザー）
でセットし、作業機の横振れをなくしてくださ
い。 

（６） スタンドを上げ、サポートピン･リンチピンで
固定してください。 

 

 

 

 

 

 

  警 告  

  注 意 
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（７） 作業機の姿勢が水平になるように、トラクタ

ロワーリンクを調整してください。ロワーリン

クブラケット支点のピンの地上高が４６０mm

になるのが標準です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８） トラクタのハンドルをいっぱいに切りゆっく

り前進して、トラクタと作業機が接触しないこ

とを確認してください。トラクタと作業機の一

部が接触する時は、トラクタの後輪のトレッド

を狭くするか、旋回時にハンドルを切りすぎな

いよう十分注意して作業してください。 

 

２．ソウサボックスの取付 

 

 

 

接続コードは、トラクタのタイヤに接触しない

程度にたるみを持たせ、余分なたるみはトラクタ

側にひもで固定してください。 

使用しない時は、必ず電源スイッチをＯＦＦにして

ください。ソウサボックスは雨にあたらないところ

に置いてください。 

 

 

 

（１） コード；5000をトラクタバッテリに配線し 

てください。黒色は○－側、赤色は○＋側です。 

    本製品はＤＣ１２Ｖ専用です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バッテリからバッテリコードを外すときは（－）

側から外し、取り付けるときは（＋）側から行 

ってください。 

もし、逆にすると作業中工具がトラクタに接触 

した時火花が生じ、火災事故の原因になります。 
 

 

 

 ① バッテリからバッテリ○－コードを外してください。 

 ② バッテリ○＋コードの端子部にコード；5000の○＋

コード（赤色）端子を共締めしてください。 

 ③ バッテリ○－コードの端子にコード；5000の○－コ

ード（黒色）端子を組み込んでからバッテリ○－コ

ードの端子をバッテリに取付けてください。 

 ④ トラクタ操作や作業の邪魔にならないように、

コード；5000を固定してください。 

（２） ソウサボックスは操作しやすい位置で、磁石

部ができるだけ平らな面に接するように取付け

てください。 

（３） コード；ソウサボックスにコード；5000を接

続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） ソウサボックスに取付けられているコード；

ソウサボックスを接続してください。 

（５） ソウサボックスの「電源」ボタンを押し「全

自動」「自動」「手動」のいずれかのＬＥＤおよ

び表示部が点灯するか確認してください。 

（６） 点灯しない場合は以下の点を確認してくださ

い。 

  ・コード；5000のヒューズ（３０Ａ）の切断 

  ・バッテリとコードの○＋○－の接続の間違い 

 

 

 

ソウサボックスとバッテリを接続するコード

は、スター純正品のコード；5000を使用してくだ

さい。トラクタ付属の電源コードとは接続しない

でください。 
  

 

  注 意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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３．電装の接続 

 

 

トラクタに電装品の結線をする時、エンジンキ

ーをＯＦＦにしないで行うとショートする事があ

ります。 

エンジンキーをＯＦＦにして行ってください。 
 

 
作業機にはトラクタと連動するテールランプを装

備しています。 

電装はトラクタとコネクタで接続します。 

トラクタ側の外部電装品取り出し口がＤＩＮ規格

７Ｐコネクタで装備されている場合は、そのまま作

業機側コネクタをトラクタ側コネクタに接続してく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

又、６Ｐコネクタ（オスコネクタ，メスコネクタ）、

８Ｐコネクタに対応した中間ハーネス（1172730000）

を装備しています。 

トラクタ側の外部電装品取り出し口が６Ｐコネクタ

（オスコネクタ，メスコネクタ）、８Ｐコネクタで装備

されている場合は、中間ハーネスを使用して接続して

ください。 

又、トラクタによっては、電装品を接続すると、リ

レーの容量が不足し、点灯しないときがあります。 

トラクタのリレーの容量不足で電装品が点灯しない

ときは、トラクタ販売店にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 配線一覧表 】 
 

スター適要 
コ
ネ
ク
タ 

中間ハーネス 
７Ｐコネクタ 

（DIN規格） ８Ｐコネクタ ６Ｐオスコネクタ 
６Ｐメス 

コネクタ 

燈火装置動作 
配
線
色 

ト
ラ
ク
タ 

ヤンマー 

クボタ 

ヰセキ 

三菱 

（出荷時） 

ヰセキ クボタ 三菱 
ヤンマー 

（出荷時） 
三  菱 

クボタ 

（出荷時） 

スター 

標準仕様 

方向指示左 緑 

端
子
番
号 

３ ６ ４ ４ ４ ２ １ １／Ｌ 

ブレーキランプ 赤 ４ ５ ５ ５ ５ ４ ３ ６／５４ 

テールランプ 黄 ６ ２ ３ １ １ ３ ５ ５／５８Ｒ 

方向指示右 白 ５ １ ７ ７ ６ ５ ６ ４／Ｒ 

アース 黒 １ ８ ２ ２ ボディアース ボディアース ボディアース ３／３１ 

 

 

 

 

  作業機側コネクタの配線は右図の通りです。 

なお、コネクタは接続面方向から見ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  取扱い上の注意 
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中間ハーネスの８Ｐコネクタおよび６Ｐコネクタ

（オス，メス）は下図の通りです。なお、コネクタは

接続面方向から見ています。 

各コネクタの配線は【配線一覧表】の出荷時の通り

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配線替えが必要な場合は、【配線一覧表】に基づき、

配線の挿し替えを行ってください。 

トラクタによっては一覧表と異なる場合があります。

必ず動作確認を行ってください。 

また、トラクタ側に外部電装品取り出し口が装備さ

れていない場合は、別途トラクタ側コネクタの電気配

線が必要となります。 

 

 

４．トワインの通し方 

（ＴＲＢ・ＴＣＲ２２４０ＡＴ） 

 

 

トワインを収納する時およびトワインを通す時、

ローラに接触すると巻き込まれ、ケガをする事が

あります。 

ＰＴＯを切りエンジンをとめてから行ってくだ

さい。 
  

 

 

トワインはスター純正の次のものを使用してく

ださい。 

 

上記以外のトワインを使用すると、繰出し不良、

切断不良が発生する可能性があります。 
  

 

（１） トワインを、トワインケーシング内に４個収

納してください。 

（２） 隣どうしのトワインの終わりと始めを結んで

ください。 

    結び方はトワインを半分に裂き、それぞれの

結び目がずれるようにして、結び目を小さくし

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） トワインプーリを矢印の方向（時計回り）に

回しトワインガイドが右に動き、（左に動く場

合は右に動くまで回し続ける）、ナイフを図示の

位置でとめてください。トワインガイドのスタ

ート位置です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） トワインＡの始端部を１～７の順序で、トワ

インＣの始端部を①～⑥の順序で通します。 

 

 

 

（５） トワインＡ、Ｃの始端部をバインディングナ

イフＥ・Ｅ’で切り、トワイン先端は、ナイフ

プレートに保持させてください。 

 

  警 告  

  取扱い上の注意 

ＴＰ １２０００ 部品番号 
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５．ネットロールの装着 

（ＴＲＢ・ＴＣＲ２２４０ＡＮ） 

 

 

ネットロールを収納する時およびネットを通す

時、回転部や可動部に接触すると、巻き込まれ、

ケガをする事があります。 

 ＰＴＯを切りエンジンをとめてから行ってくだ

さい。 
  

 

 

ネットロールはスター純正の次のものを使用

してください。 

 
 

純正品以外を使用した場合、取付不可・切断不

良・巻付発生等の原因となり、故障につながる可

能性があります。 

ネット装着前にネットケーシングの清掃を行

ってください。ほこり・灰・汚れが付着したまま、

ネットを装着すると、ほこり・灰・汚れがネット

回動の抵抗になり、ネット繰り出し不良やネット

が引きちぎられる等不調の原因になります。 
  

 

（１） アームを手で左に押し、シャフトを矢印の方

向に回転させ、Ｌ寸法（シャフトの突起部とラッチ

のスキマ）を５mm以内にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） ブレーキアームを起こします。 

     ネットロールの巻方向は下図の方向とし、２

本のローラの下と上を通し、ゴムローラとフラ

ットローラの間に束ねて置きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ブレーキアームを手前に戻して、ネットロー

ルを押さえます。この時、ネットはローラ（上）

（下）の間でたるませておきます。 

 

 

ブレーキアームの回転半径内に手を入れないで

ください。不意にブレーキアームが落ち、手を挟

まれてケガをする事があります。 
  

 

 

ネットやゴムローラにグリースや油が付着し

た時は、きれいに拭き取ってください。繰出し不

良等のトラブルの発生につながる可能性があり

ます。 
  

 

 

５  パワージョイントの装着 

 

 

カバーのないパワージョイントを使用すると、巻

き込まれてケガをする事があります。 

カバーのないパワージョイントは、使用しない 

でください。 

カバーが損傷したまま使用すると、巻き込まれて

ケガをする事があります。 

損傷したらすぐに、取り替えてください。 

使用前には、損傷がないか点検してください。 

トラクタおよび作業機に着脱する時、第三者の不

注意により、不意にパワージョイントが回転し、

ケガをする事があります。 

ＰＴＯを切り、トラクタのエンジンをとめてから

行ってください。 

カバーのチェーンを取り付けないで使用すると、

カバーが回転し、巻き込まれてケガをする事があ

ります。 

トラクタ側と作業機側のチェーンを回転しない

所に連結してください。 
 

 

 

最伸時の重なりが 100mm を下回ると､ジョイント

を回転させた時、破損しケガをする事がありま

す。 

最縮時の隙間が 25mm よりも小さくなると、ジョ

イントの突き上げが起きることがあり、ジョイン

トの破損をまねき、ケガをする事があります。 

適正な重なり量で使用してください。 
  

 

  警 告  

  取扱い上の注意 

  危 険 

  注 意  

  取扱い上の注意 

ＮＥＴ１０２０ 部品番号 

  注 意  
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１．長さの確認方法 

（１） パワージョイント単体で、最縮長時の安全カ

バー（アウタ）端部位置を安全カバー（インナ）

にマーキングしてください。 

（２） パワージョイント（アウタ）から、パワージ

ョイント（インナ）を引き抜いてください。 

（３） ロワーリンクを昇降させて、ＰＴＯ軸とＰＩ

Ｃ軸が最も接近する位置で、昇降を停止してく

ださい。 

（４） ピン付きヨークのクランプピンを押して、Ｐ

ＴＯ軸、ＰＩＣ軸に連結し、クランプピンがも

との位置に出るまで押し込んでください。 

（５） 安全カバー同士を重ね合わせた時、安全カバ

ー（アウタ）端部位置とマーキング位置の間隔

が 25mm 以下の場合は、25mm の間隔を保つよう

に切断方法の手順に基づき切断してください。 

（６） ロワーリンクを昇降させて、ＰＴＯ軸とＰＩ

Ｃ軸が最も離れる位置で、昇降を停止してくだ

さい。 

（７） 安全カバー同士を重ね合わせた時、パイプ（ア

ウタ）とパイプ（インナ）の重なり量が 100mm

以下の場合は、販売店に連絡し、長いパワージ

ョイントと交換してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

←作業機ＰＩＣ軸     トラクタＰＴＯ軸→ 
 

 

 

 

 

 

 

２．切断方法 

（１）  安全カバーのアウ

タ・インナ両方を長い

分だけ切ります。 

 
 
 

（２） 切り取った同じ長さ

をパイプの先端から計

ります。 

 
 
 

（３） パイプのアウタとイ

ンナ両方を金ノコまた

はカッターで切断します。 

切断する時は、パイプ

の中にウエスを詰め、 

パイプ内面に切り粉が付着するのを防いでくだ

さい。 

（４） 切り口をヤスリなどでなめらかに仕上げてか

らパイプをよく清掃し、次にグリースを塗布し

て、アウタとインナを組み合わせます。 

 

３．安全カバーの脱着方法 

（１）安全カバーの分解手順 

① ＥＡＳＹＬＯＣＫグリー

スニップルをドライバーで

外す。 

 
 
 
 

② チェーンを取り除くか手

前に引く。（ベアリングを

さえぎるように） 

③ ベアリングを指示方向に

回し、安全カバーを外す。 

 

（２）安全カバーの組立手順 

① ヨークの溝とインナーチ

ューブにグリースを塗る。 

 

 

 

 

② ヨークの溝にリングをは

める。 
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③ カバーチューブを取り付

ける。 

 

 

 

 

④ ベアリングを指定された

回転方向に回す。 

 

 

 

 

⑤ＥＡＳＹＬＯＣＫグリース

ニップルを外れないように

音がするまで押し込む。 

 

 

 

 

４. パワージョイントの連結 

（１）ピン付ヨークのクランプピンを押して、ワイド

アングル側を作業機のＰＩＣ軸、他方をトラクタ

のＰＴＯ軸に連結し、クランプピンがもとの位置

に出るまで押し込んでください。 

 

 

 

パワージョイントを接続したとき、クランプピン

が軸の溝に納まっていないと、使用中に外れ、ケ

ガをする事があります。 

溝に納まっているか、接続部を押し引きして確か

めて行ってください。 

パワージョイントの取り付け方向が逆の場合、ジ

ョイントが破損し、ケガをすることがあります。 
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 安全カバーのチェーンを固定した所に取り付け、

カバーの回転を防いでください。 

チェーンは３点リンクの動きに順応できる余裕を

持たせ、また他へのひっかかりなどがないように

余分なたるみを取ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  注 意 
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 機械を調子よく長持ちさせるため、作業前に必ず行

いましょう。 

 

１  運転前の点検 

 

１．トラクタ各部の点検 

  トラクタの取扱説明書に基づき、点検を行ってく

ださい。 

 

２．連結部の点検 

（１）ロワーリンクと２Ｐフレームの連結部点検 

① ロワーリンクピンのリンチピンは、挿入され

ているか。 

② チェックチェーン（スタビライザー）は張ら

れているか。 

③ 不具合が見つかった時は、「1-4-1 ロワーリ

ンクへの連結」の説明に基づき不具合を解消し

てください。 

（２）パワージョイントの点検 

① ジョイントの抜け止めのクランプピンが軸の

溝に納まっているか。 

② ジョイントカバーのチェーンの取付に余分な

たるみはないか。また、適度な余裕はあるか。 

③ ジョイントカバーに損傷はないか。損傷して

いる時は、速やかに交換してください。 

④ 不具合が見つかった時は、「1-5 パワージョ

イントの装着」の説明に基づき不具合を解消し

てください。 

（３）電装コネクタの点検 

① トラクタの電装コネクタと確実に接続されて

いるか。 

② 電装コードに余分なたるみはないか、また、

適度な余裕はあるか。 

 

３． 製品本体の点検 

（１）各部取付ボルトにゆるみはないか。 

（２）シャーボルトは切断されていないか。 

シャーボルトが切断していましたら、部品表を

参考にシャーボルトを交換してください。 

（３）カッティングナイフは、磨耗・破損していないか。 

不具合が見つかった時は、「3-2-6-2 カッティ

ングナイフの取外し」の説明に基づき取外し研磨

あるいは部品交換してください。 

（４）ローラチェーンの張りは適正か。 

不具合が見つかった時は、「5-4-1 ローラチェ

ーンの張り調整」の説明に基づき調整してください。 

（５）ピックアップのスリップクラッチのスプリング

は正規寸法か。 

不具合が見つかった時は、「5-4-2 スリップクラ

ッチの調整」の説明に基づき調整してください。 

（６）トワインテンショナのスプリングは正規寸法か。 

不具合がありましたら、「5-4-10 トワインテン

ションの調整」「5-4-11 アームテンションスプリ

ングの調整」の説明に基づき調整してください。 

（７）バインディングナイフは、トワインの切れが良 

いか。 

トワインの切れが悪い場合は、部品表を参考に

部品を交換してください。 

（８）トワインは十分あるか。トワインの通し方は正

しいか。トワインガイドは正規の位置になってい

るか。 

不具合が見つかった時は、「1-4-4 トワインの

通し方」の説明に基づき不具合を解消してくださ

い。 

（９）ネットの予備はあるか。 

（10）タイン・ロータフラッシュに損傷がないか。 

損傷している時は、部品表を参考に部品を交換

してください。 

（11）各部に牧草・稲ワラの詰まりや堆積はないか。 

詰まりや堆積がある時は除去してください。 

（12）給油装置のリザーブオリーブタンクにオイル 

が十分入っているか。 

オイルが足りない時は、「2-3 給油個所一覧表」

の説明に基づきオイルを補充してください。 

（13）各部の給油・注油・給脂は十分か。 

不具合が見つかった時は、「2-3 給油個所一覧

表」の説明に基づき給油してください。 

（14）タイヤの空気圧は適正か。 

 タイヤサイズ 空気圧 

走行用 12.5L-15-8PR 
280kPa 

(2.8kg/cm2) 

ゲージホイール 11x4.00-5-4PR 
310kPa 

(3.2kg/cm2) 

 

（15）作業前に５分程度カラ運転をしてください。 

異音などの異常がある場合は、「6-1 不調処置

一覧表」に基づき不具合を解消してください。ま

た、回転を止めて、ギヤボックス、ローラチェー

ン、ベアリングに発熱がないか確認してください。 

 

 

 

２ 運転を始める前の点検 
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２  エンジン始動での点検 

 

１．トラクタ油圧系統の確認 

トラクタロワーリンクを昇降する油圧レバーを操

作し、ロワーリンクを上昇し、作業機を持ち上げた 

状態で、降下がなければ、異常はありません。 

トラクタ油圧系統などに異常がある時は、トラク

タ販売店にご相談ください。 

 

２．ゲート開閉用油圧系統の点検 

 

 

ゲートを開けて点検・調整中、不意にゲートが

閉まり、挟まれて死亡または重傷を負うことが

あります。 

ストップバルブを「閉」側に切替えてゲートを

確実に固定してください。 

その後ゲートロックを取り付けてください。 

・ゲートを閉じる時、中に人がいるとゲートに挟

まれて死亡または重傷を負うことがあります。

周囲に人を近づけないでください。 
 

 

 

ゲートを開ける時、後方に人がいると壁などの間

に挟まれ、ケガをする事があります。 

周囲に人を近づけないでください。 

後方をよく確認してから開けてください。 
 

 

 

油圧継手やホースに、ゆるみや損傷があると、飛

び出る高圧オイルあるいは作業機の急な降下で、

ケガをする事があります。 

補修もしくは部品交換してください。 

継手やホースを外す時は、油圧回路内の圧力を無

くしてから行ってください。 
 

 

 

上アイドリングでカラ運転を行ってください。 

油温が低いままで行うと、パワーパッケージの負

荷が大きく破損の原因となります。 
 

 

（１）ソウサボックスの電源を入れます。 

（２）ゲートの開閉ストップバルブを「開」側（図の

状態）に切替えます。 

（３）トラクタのエンジンを始動させて、ＰＴＯを回

しながら制御ボックス；１（ネット・トワインケ

ーシング部）の「ゲート開」ボタンを押します。 

（４）ゲートが上昇したら、「ゲート開」ボタンを押し

ながらストップバルブを「閉」側に切替え、「ゲー

ト開」ボタンから手を離します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）ゲートが下降しなければ、異常はありません。 

ストップバルブをゆっくりと「開」側に切替え

て、ゲートを閉じます。 

ゲートが下降する時は、オイル漏れ箇所を探し、

補修または部品交換をしてください。 

 

３．給油装置の点検 

 

 

ゲートを開ける時、後方に人がいると壁などの間

に挟まれ、ケガをする事があります。 

周囲に人を近づけないでください。 

後方をよく確認してから開けてください。 
 

 

（１）リザーブオイルタンクにオイルが入っているか

確認してください。 

（２）ＰＴＯを回し、ソウサボックスの「ゲート開」

ボタンを操作し、ゲートを数回開閉します。 

（３）トラクタのエンジンをとめ、各ブラシから適量

給油されている確認をしてください。 

給油量が適量でない時は、「5-4-19 給油装置の

調整」の説明に基づき調整してください。 

補給するオイルはギヤオイル VG220、タンク容

量は1.5リットル。 
 
 
 

リザーブオイルタンクに指示されているオイル

の上限、下限位置は本作業機とは関係ありませ

ん。 

各ブラシからローラチェーンへ給油されない場

合、ローラチェーンの異音や異常発熱の原因にな

ります。 

リザーブオイルタンクへオイルを補充し、ブンパ

イキの調整を行ってください。 
 

 
 

 

 

 

  警 告 

  取扱い上の注意 

  警 告 

  注 意 

  取扱い上の注意 

  危 険 
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４．作業機の電装がトラクタと正しく連動するか 

トラクタのブレーキ、ウィンカーの操作をして作

業機のテールランプが正しく連動するか確認してく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

５．電気系統の点検 

 

 

電気配線に断線や被覆の破れがある場合、漏電や

ショートによる火災事故の原因になります。 
 

 

（１）各電気配線の点検をし、被覆に破れや、挟み込

みによる断線がないか確認してください。 

 

 

 

 

○ 給油・塗布するオイルは清浄なものを使用してください。 

○ グリースを給脂する場合、適量とは古いグリースが排出され、新しいグリースが出るまでです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  給油箇所一覧表 

  警 告 
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23. ハブ    
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No. 給 油 場 所 箇所 潤滑油の種類 交換・給油 給油量 備   考 

① ギヤボックス 1 

※１ 

集中給油グリース 

4種；0号 

100時間 

又は 

1シーズン 

500g  

② パワーパッケージ 1 

※５ 

耐摩耗性油圧作動油 

ＶＧ４６ 

50時間 
2.2ℓ  

※３ 
TRB・TCR2240AT／AN 

③ ゲート支点 4 
※４ 集中給油 

グリース4種；2号 
使用ごと 適量 

グリースニップル 

TRB・TCR2240AT／AN 

④ ハウジング 2 〃 〃 〃 〃 

⑤ スプロケット 2 〃 〃 〃 〃 

⑥ テンションアーム支点 5 〃 〃 〃 〃 

⑦ フック・トリップレバー 4 〃 〃 〃 〃 

⑧ 
２Ｐフレーム 

・ロワーリンクブラケット 
3 〃 〃 〃 〃 

⑨ パワージョイント - 〃 〃 〃 〃 

⑩ テンションアーム(スクリュー) 2 オイル注油 〃 〃  

⑪ ローラチェーン 1 

※４ 集中給油 

グリース4種；2号 

グリース塗布 

〃 〃 
集中給油箇所以外 

オイル塗布は不可 

⑫ リンク 1 オイル注油 〃 〃  

⑬ リザーブオイルタンク 1 
※２ ギヤオイル 

ＶＧ２２０ 

使用ごと補

充 

最大 

1.5ℓ  

タンクに表示してある 

MAXの線は本作業機と関係なし 

⑭ ＭＤジョイント 1 
※４ 集中給油 

グリース4種；2号 
使用ごと 適量 グリースニップル 

⑮ ゲージホイール支点 1 〃 〃 〃 〃 

⑯ トワインバインディング 1 

※４ 集中給油 

グリース4種；2号 

グリース塗布 

〃 〃 
グリースニップル 

TRB・TCR2240AT 

⑰ ハウジング 2 〃 〃 〃 
グリースニップル 

TRB・TCR2240AN 

⑱ ラッチ 1 〃 〃 〃 〃 

⑲ ストッパ 1 

※４ 集中給油 

グリース4種；2号 

グリース塗布 

〃 〃 TRB・TCR2240AN 

⑳ クランクアーム支点 2 オイル注油 〃 〃 〃 

○21 アーム支点 6 〃 〃 〃 〃 

○22 ピックアップブッシュ 12 スプレーグリース 〃 〃 〃 

○23  ※６ ハ ブ 2 
※４ 集中給油 

グリース4種；2号 
〃 〃 グリースニップル 

 
※１ ＩＤＥＭＩＴＳＵ「ダフニー エポネックスＳＲ Ｎｏ.０」又は相当品をお使いください。 

※２ ＩＤＥＭＩＴＳＵ「ダフニー スーパーギヤオイル ＃２２０」又は相当品をお使いください。 

車両用ギヤオイル ＳＡＥ９０ ＡＰＩ ＧＬ－５ 使用可。 

※３ No.②の給油量はタンク内の適正量です。油圧ホース、シリンダが空の状態だった時には、油圧作動後、給

油口を外し、オイルゲージの目盛の間にオイルがつくことを確認する。不足している時は、オイルを補充し

てください。 

※４ ＩＤＥＭＩＴＳＵ「ダフニー エポネックスＳＲ Ｎｏ.２」又は相当品をお使いください。 

※５ ＩＤＥＭＩＴＳＵ「ダフニー スーパーハイドロ Ａ４６」又は相当品をお使いください。 

寒冷地（10度以下の冬期作業）ではＶＧ３２（ＩＤＥＭＩＴＳＵ「ダフニー スーパーハイドロ Ａ３２」

又は相当品）に交換してください。 

※６ ハブに給脂する時は、ハブキャップを外して古いグリースの排出を確認してください。 
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１  本製品の使用目的 
 
１．本製品は、ほ場においての牧草、稲ワラ、麦かん

の梱包作業に適しています。 

  他の用途には使用しないでください。 

 （１）乾草牧草の梱包は、原料水分が２０％以下に 

低下してから行ってください。 

 （２）ラップサイレージの梱包は、原料水分が５０ 

～６０％で行います。 

２．雨上がり直後のほ場、ぬかるみのあるほ場、湿気

の高いほ場では、作業を行わないでください。 

  ほ場が良く乾いてから作業を行ってください。 

 

 

原料水分が２０％を越えた牧草を梱包すると、牧

草のくん炭化あるいは自然発火することがありま

す。 

十分乾燥してから梱包してください。 

乾草舎で発煙を認めた場合は、搬出作業を中止し

て直ちに消防署に通報し、その指導に従ってくだ

さい。 
 

 

 

 

天候などの影響により、やむをえず乾草が不十分

な牧草を梱包する場合でも、原料水分が２５％以

下に低下してから行い、さらに次のことを守って

ください。 

ａ 梱包は牧草舎の外に仮置し、熱や水分を発散

させる。 

ｂ 仮置は必ず土台をして縦積とし、降雨時は被

覆を行い、それ以外は取り外す。 

ｃ 時々梱包内部の温度を測定し、５０～６０℃

以上の温度上昇が見られる場合は、速やかに梱

包をほどき再乾燥する。 

ｄ  収納する時は、梱包内部の発熱がないか、ま

たは一時上昇した温度が３０℃以下にまで下が

ったことを確認してから行う。 

乾草舎に堆積する時は、３段以内で縦積みしてく

ださい。 

梱包した牧草は、数百 kg の重量があるので、運

搬・堆積・給飼時の荷くずれなどによる事故防止

に努めてください。 

収納中雨もりなどによって、くん炭化することが

あります。 

事前に屋根などを点検し、補修をしてください。 

収納中はサイレージ臭や焦げ臭の発生に注意し、

異常に気づいた場合は速やかに梱包を舎外に搬出 

してから温度を測定し、正常な梱包と、発熱して

いる梱包を分離してください。 
 

 

 

２  作業のための調整 

 

１．ピックアップのタイン地上高の調整 

（１）ピックアップのタイン地上高Ｈは、作業機を水

平にした状態で、コントロールボックスのボタン

とサポートピンの取付け位置により調整します。 

 

梱包するもの Ｈ 

細 断 ワ ラ  ０ｍｍ 

長ワラ、牧草 ２０ｍｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）リンチピンを外して、ゲージホイールを手前に

引いて穴位置を変えて地上高Ｈを調整します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 作業の仕方 

  注 意 

  取扱い上の注意 
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（３）ピックアップの移動状態・作業状態の切替えは、

トラクタ座上よりソウサボックスを操作して行

います。 

 

ピックアップ 
の状態 

ピックリフトの操作 

移 動 

ピックアップを最上させ、サポ

ートピンを移動位置の穴に入

れ、ピックアップを下降させピ

ックリフトをサポートピンに

当てる 

作 業 

サポートピンを任意の作業位

置の穴に入れ、ピックリフトが

サポートピンに当たるまで下

げる 

 

 

ほ場状態によるタイン地上高の微調整は、トラ

クタロワーリンクを昇降させる油圧レバーを操作

して行います。 

サポートピンに当てない状態で移動・作業する

と電動シリンダ破損の原因となります。サポート

ピンを適切に使用してください。 
 

 

２．トワイン巻数の調整 

（ＴＲＢ・ＴＣＲ２２４０ＡＴ） 

  ベールへのトワイン巻数は、梱包するものや後作

業でのハンドリングの回数により調整します。 

 

梱 包 対 象 
ハンド 
リング 

トワインプーリ 巻数 

切 断 ワ ラ 

乾 燥 ワ ラ 

 

 

牧草、長ワラ 

多 

 

 

 

少 

大径プーリ 

 

中径プーリ 

 

小径プーリ 

20 

 

16 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

切断ワラ・乾燥ワラ      牧草・長ワラ 

ハンドリング多        ハンドリング少 

 

 

  トワインの巻数は、トワインの太さにより若干変化

し、トワインが太いと巻数が多くなります。 

 本表における巻数は、目安としてください。 

３．トワインガイドの調整  

（ＴＲＢ・ＴＣＲ２２４０ＡＴ） 

  トワインガイドは、トワインの両端の位置決めを

します。梱包するものにより、取付位置を調整しま

す。 

 

梱包するもの 
トワインガイド 
左側取付穴 

トワインガイド 
右側取付穴 

標  準 外 内 

麦稈、切ワラ 内 内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．ネット巻数の調整  

（ＴＲＢ・ＴＣＲ２２４０ＡＮ） 

  ベールへのネット巻数は、梱包するものや後作業

でのハンドリングの回数により調整します。 

 

梱 包 対 象 
ハンド
リング 

クランクアーム 
穴位置 

巻数 

切断ワラ 

乾燥ワラ 

 

 

牧草・長ワラ 

多 

 

 

 

少 

上 
 
 
 
 

下 

２．５ 
 
 
 
 

２ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．梱包密度の調整 

 

 

梱包密度を高くすると、所要ＰＴＯ馬力は大きく

なります。使用するトラクタや、ほ場条件・目的

に合わせて、梱包密度を調整してください。 

ローラチェーンの発熱が激しい場合は、梱包密度

を低くしてください。 
 

 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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（１）ソウサボックスによる調整 

梱包密度はソウサボックスの操作で、１～５の

５段階で調整できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ソウサボックスの「表示切替」ボタンを押し、

梱包圧設定のＬＥＤ（緑）が点灯するまで切替え

る。 

② ソウサボックスの「増・減」ボタンを押し、表

示されている数字を変えて設定値を決める。 

数字は１～５の５段階で、数字が増えるごとに

密度は高く（重量は重く）なります。 

設定値は、ソウサボックスの「電源」ボタンを

押してＯＦＦにすると保存されます。 

必ず、ソウサボックスの「電源」ボタンを押し、

設定値を保存してください。 

 

 

トラクタ付属の電源コードで接続している場

合、ソウサボックスの「電源」を入れたままトラ

クタのキーをＯＦＦにすると設定値が保存されま

せん。 

必ずスター純正のコード；５０００と接続し、

ソウサボックスの「電源」ボタンでＯＦＦにし設

定値を保存してください。 
 

 

（２）作業速度による調整 

作業速度をおとすと、梱包密度は高くなります。 

作業状況に合わせて、作業速度を調整してくだ

さい。 

 

６．カッティングナイフの調整 

（ＴＣＲ２２４０ＡＴ／ＡＮ） 

（１）梱包するものによる調整 

本作業機は、ナイフを取外しすることにより、

切断・無切断・切断長の調整をすることができま

す。 

 

  

稲ワラ・麦稈の乾草が進んでいる場合や、短い

ものの梱包で、ナイフで切断しながら作業すると、

ベールが回らなくなることがあります。 

ナイフを１枚毎に外して作業してください。 
 

（２）カッティングナイフの取外し 

 

 

ゲートを開けて点検・調整中、不意にゲートが

閉まり、挟まれて死亡または重傷を負うことが

あります。 

ストップバルブを「閉」側に切替えてゲートを

確実に固定してください。 

その後ゲートロックを取り付けてください。 

ゲートを閉じる時、中に人がいるとゲートに挟

まれて死亡または重傷を負うことがあります。

周囲に人を近づけないでください。 
 

 

 

ゲートを開ける時、後方に人がいると壁などの

間に挟まれ、ケガをする事があります。 

周囲に人を近づけないでください。 

後方をよく確認してから開けてください。 
 

 

① ゲートを開けて、ストップバルブを「閉」側に

切替え、ゲートロックを取付けてください。 

（「5-2ゲートロックの取扱い方法」参照） 

② デルタピンをはずしてレバーを矢印の方向に回

して、ナイフを外します。 

 

 

外しにくい時はレバーの位置を少し変えてみる

と外し易くなる場合があります。 

また、取付溝とナイフの間に草が挟まっている

場合も外しにくい原因となりますので除去してく

ださい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ナイフの取り付けは、反対の手順で行ってくだ

さい。 

  取扱い上の注意 

  警 告 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  危 険 



  

 

27 

 

  

カッティングナイフを取り外して使用している

と、カッティングナイフの取付溝に草などが挟ま

る場合があります。 

ナイフを取り付ける時は、取付溝などに挟まっ

た草などを除去してから取り付けてください。 

また、ダミーナイフ（オプション部品）を購入

し、外したナイフの代わりに取り付けると、草な

どが挟まらなくなります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 作業要領 

 

１．ウインドローの作り方 

  本作業機を能率よく使用するために、ウイン 

ドローは均一で巾８０～１００ｃｍ・高さ３０ 

～４０ｃｍとなるように作ってください。 

 又、作業機がほ場内をスムーズに作業できるよう 

な作業効率のよいウインドローの作り方を工夫しま 

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大きなウインドローで作業速度が速いと梱包密

度は低くなります。 

また、つまりやシャーボルトの切断やその他の

トラブルの原因となる場合がありますので、能率

よく作業するためにも適正なウインドローの大き

さをお奨めします。 
 

 

 

 

牧  草 稲（麦）の長ワラ 稲（麦）の切断ワラ 
 
ウインドローを作って

ください。 

 
①３・４条刈りコンバイン

の直落し作業 

 

 
②２条刈りコンバイン・ド

ロッパ作業 

ウインドローを作って

ください。 
 

 
そのままで拾い上げ作

業ができますが…。 

 

 
２条直落し  ドロッパ作業 

   

 
 
そのままで拾い上げるの

が最適です。 

 
ウインドローを作ればより

能率の良い作業ができま

す。  

 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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２．ソウサボックスの操作方法 

 

 

使用しない時には、必ず電源を“ＯＦＦ”にし

てください。 

バッテリ上がりの原因となります。 

ソウサボックスの据え付けが不完全な場合、機

体の振動などにより脱落の可能性があります。 

確実に据え付けてください。 

通常作業中に、各ボタンを同時に操作しないで

ください。 

ソウサボックスは水濡れ厳禁です。 
 

 

ソウサボックスは、トラクタの座上からボタン操

作で梱包圧設定、ベール個数の増減（リセット）、表

示部の切替、作業モードの切替、ピックアップ上下、

ゲートの開閉、ネット又はトワインの強制繰出しが

行えます。 

また、ブザーでオペレーターにベール成形満了と、

作物や異物によるボトムプレートダウン状態を知ら

せます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 表示部 

３桁までの数字が表示されます。 

「表示切替」ボタンにより下記切り替えができ

ます。 

・ベール個数 

０から９９９までカウントされます。９９９を

超えると、０にリセットされます。 

ベール個数はネット巻付け後のベール排出を行

った際に＋１加算されます。 

※ベール個数選択時は長押しすると連続で増減し、

減を５秒以上押すと０にリセットされます。 

・梱包圧設定 

梱包圧を１～５の間で設定できます。 

「3-2-5-1 ソウサボックスによる調整」に従っ

て調整してください。 

・満了センサ（インディケータ表示） 

ベール圧縮状況確認のインディケータとして使

うことが出来ます。 

また、メンテナンスの際、センサの状態確認の

ため利用することができます。 

数値は０から始まり、１００を超えると満了状

態です。この時、満了センサＬＥＤが点滅しま

す。作業中、この表示にしておくと、梱包の目

安としてお使い頂けます。 

・床板センサ 

作物や異物により、ボトムプレートが下った時

の開度を表示します。 

また、メンテナンスの際、センサの状態確認の

ため利用することができます。 

数値が６値以上になると、床板センサＬＥＤが

点滅します。 

② 「電源」ボタン 

電源のＯＮ／ＯＦＦに使用します。 

ベール個数やセンサの設定は「電源」ボタンで

ソウサボックスの電源を切る際に記録されます。 

③ 「モード切替」ボタンと現在の作業モード表示 

「モード切替」ボタンを押すことで、全自動－

自動－手動の切替が行えます。 

表示内容はＬＥＤの点灯で確認できます。 

④ 「表示切替」ボタンと現在の表示 

「表示切替」ボタンを押すことで、ベール個数

－梱包圧設定－満了センサ－床板センサの切替が

行えます。 

表示内容はＬＥＤの点灯で確認できます。 

⑤ 設定値「増・減」ボタン 

表示切替が「ベール個数」または「梱包圧設定」

（緑色ＬＥＤの表示項目）にあるとき、「増・減」

ボタンにより値（設定）を増減することができま

す。 

※ベール個数選択時は長押しすると連続で増減し、

減を５秒以上押すと０にリセットされます。 

⑥ 作業状態表示 

作業可、巻付け中の状態を表示します。 

結束装置、ゲート、ベールイジェクタが正規の

位置にない時、作業可ＬＥＤは点灯しません。 

⑦ 確認ＬＥＤ 

センサの反応状態により点灯します。 

「結束装置作動」は、ネットの場合、ネット切

断状態（センサＯＦＦ）で点灯し、トワインの場

合は、トワイン横送りカーソルが左右に動いてい

る時（センサＯＦＦ）に点灯します。 

「ゲート開」はゲートが開いていてセンサが反

応した時（センサＯＮ）に点灯します。 

「排出」はベールイジェクタが下っている時（セ

ンサＯＦＦ）に点灯します。 

⑧ ピックアップ「上・下」ボタン 

ボタンの操作でピックアップの上下が行えます。 

⑨ 「強制繰出」ボタン 

ネット又は、トワインを強制的に繰出します。 

  取扱い上の注意 
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⑩ 「ゲート開」ボタン 

ボタンを押すとゲートの開閉が行えます。 

⑨ ブザー 

ベール成型が完了して満了状態になるとブザー

が連続音で鳴ります。 

作物や異物により、ボトムプレートが下った時

には、ブザーが間欠音で鳴ります。 

 

 

ベール個数や各設定値はソウサボックスの電

源を切る時に記録されます。 

作業終了後、設定変更後は必ずソウサボックス

の電源を切ってください。 
 

 

ソウサボックスに表示されるエラー一覧 

表示部 エラー内容 

0 
ソウサボックスと制御ボックス；１ 

（本機中央下部）の通信不良 

1 

ソウサボックスと制御ボックス；２ 

（ネット・トワインケーシング部）の

通信不良 

2 
ソウサボックスと制御ボックス；１、

２の通信不良 

10 ベール排出不良 

91～93 ソウサボックスの設定値の不良 

 

３．実作業の要領 

 

 

運転中または回転中、ピックアップ・オーガに接

触すると巻き込まれ、ケガをする事があります。周

囲に人を近づけないでください。 

ピックアップへの手供給は危険です。 

ピックアップ部に草が詰まった時は、必ずＰＴＯ

及びエンジンを切ってから除去してください。 

運転中または回転中、ローラに接触すると巻き込

まれ、ケガをする事があります。 

ローラに触れないでください。 

周囲に人を近づけないでください。 

ローラに草が巻き付いた時は、必ずＰＴＯ及びエ

ンジンを切ってから除去してください。 

ゲートを開ける時、後方に人がいると壁などの間

に挟まれ、ケガをする事があります。 

周囲に人を近づけないでください。 

後方をよく確認してから開けてください。 

傾斜地で排出するとベールが転がり、巻き込まれ

てケガをする事があります。 

ベールの排出は、平坦な場所で行ってください。 

作業中、異音や異常発熱があった場合、ただちに

作業を停止し、不調の原因を解消してください。 
 

 

  

ＰＴＯ回転速度は、梱包するものの水分・性質に

応じて変えて作業してください。 

 

梱包するものの水分・性質 ＰＴＯ回転速度 

標    準 540rpm 

乾燥している、短い、ロータス

クレーパ部に詰まる 
350～450rpm 

水分が多い、ピックアップに詰

まる 
540～600rpm 

 

梱包を成形中はＰＴＯの回転を止めないでください。 

作業速度は、4～10km／hr です。ほ場条件及びウ

インドローの大きさに合った速度で作業してくだ

さい。 

逆回転ＰＴＯを使用する、グランドＰＴＯを入れ

て後進するなどのＰＴＯの逆回転をしないでくだ

さい。 

作業機が破損する事があります。 

作業前必ずソウサボックスの「モード切替」ボタ

ンが「全自動」・「自動」・「手動」の作業モードに

入っていることを確認してください。 

ソウサボックスの「モード切替」ボタンが「全自

動」・「自動」・「手動」の作業モードいずれかに入

っていない（電源が入っていない）と、シャーボ

ルトが切断したり、梱包の完成を感知する部品が

破損する恐れがあります。 

２Ｐフレームがストッパに当たったまま後進を行

うと、作業機に過負荷が掛かり、作業機が破損す

るおそれがあります。 

ストッパに当たった場合は、一度前進し、体勢を

直してから後進してください。 
 

 

 

 

 

 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  警 告 
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３－（１）作業の流れ 

 

手順１ エンジン始動 

 

 

手順２ 
ａ．「電源」ボタンを押す 
ｂ．作業モードを選択する 
ｃ．ピックアップを下げる 

 

 

手順３ ＰＴＯ始動 

 

 

手順４ 拾い上げ作業 

 

 

手順５ 
ｄ．ベール成形終了 
ｅ．トワイン（ネット）巻付け 

 

 

手順６ 
ｆ．巻付け終了 
ｇ．ベール排出 
ｈ．ゲート閉 

 

 

以下手順４～６を繰り返す。 

 

 

手順１ 

 トラクタのエンジンを始動 

 

手順２ 

ａ．「電源」ボタンを押す。 

 

 

操作ボックスの電源が入っていないとシャーボ

ルトの折損やベアリングの破損等の恐れがありま

す。 
 

 

ｂ．作業モードを選択する 

電源投入後、通常は「全自動」モードになりま

す。 

ソウサボックスの「モード切替」ボタンを押し

て「全自動」「自動」「手動」モードの切り替えが

できます。 

「全自動」モードはトワイン・ネットを巻付け

からゲート開閉までの一連の作業を自動で行なう

ものです。 

「自動」モードはトワイン・ネット巻付けまで

を自動で行い、ゲート開閉を操作ボックスの操作

で行なうものです。 

「手動」モードはトワイン・ネット巻付けから

ゲート開閉までの動作をソウサボックスで行なう

モードです。 

 

 

  傾斜地等、ベール排出場所を選ぶ場合は、「自

動」又は「手動」モードで行ってください。 
 

 

ｃ．ピックアップを下げる 

ソウサボックスのピックアップ「下」ボタンを

押してピックアップを所定の高さに合わせます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順３ 

 トラクタＰＴＯを駆動します。 

 

手順４ 

ウインドローをまたいで拾い上げ作業を始めてく

ださい。 

形状の良いベールを作るために、牧草・ワラが均

一に入る様に作業します。 

ウインドローの巾が狭いときは、下図の通りに作

業すると形状の良いベールができあがります。 

 

 

 

 

 

 

 

ソウサボックスの表示を満了センサＬＥＤにして

おくことで、ベールの圧縮状況を確認できます。 

ある程度、チャンバー内に作物が入ると、表示部

に表示されている数値が増加していきます。 

数値が１００を超えると満了状態となり、ソウサ

ボックスのブザーが鳴ります。 

目安としてお使いください。 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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本機には、ロータ部に大量の作物や異物の混入に

よる、シャーボルトの切断を低減させる機能として、

ボトムプレートが過負荷により自動で開き、負荷が

小さくなると作業位置に自動で復帰する構造を備え

ています。 

ボトムプレートが開いたことをセンサで感知し、

ソウサボックスのブザー（間欠音 短ピッピッピッ）

が鳴りオペレータに知らせます。 

ブザーが鳴った時には、作業速度を下げるか拾い

上げ作業を停止し、ブザーが鳴りやむのを待ってく

ださい。 

 

 

ボトムプレートの自動開閉機構により、シャー

ボルトの切断は低減されますが、ブザーが鳴って

もそのまま走り続けたり、作物の量や異物の大き

さ次第ではシャーボルトは切断します。 

作業をスムーズに行うためにも、無理な作業は

行わないでください。 

作業前にはシャーボルトの点検を行ってくだ

さい。 

ボトムプレート部のセンサが故障しでも作業

を行うことが出来ますが、ボトムプレート部の負

荷を検知することが出来ない為、思わぬトラブル

を招く恐れがあります。 

電源投入時に床板センサＬＥＤが点滅してい

る場合は、早期に整備・調整を行ってください。 
 

 
手順５ 

設定ベール圧になるとブザーが鳴り、トワイン・

ネットの繰出しが開始します。「手動」モードの場合

はソウサボックスの「強制繰出」ボタンを押し、ト

ワイン・ネットの繰出しを行なってください。 

 

 

ネットの場合はブザーが鳴ったらすぐに走行を

停止してください。そのまま走り続けると、ネット

とネットの間に収穫物が入り、ネットが解ける場合

があります。 
 

 

 

トワインの巻き付けがうまくいかない場合、次の

ことを確認してください。 

・ソウサボックスの電源が入っているか。 

・トワインのからまり、ひっかかかりがないか。 

・ガイドロール、トワインプーリからトワイン 

が外れていないか。 

・トワインテンションが強すぎないか。 
 

 

 

 

 

手順６ 

トワイン・ネット巻付け終了後 

・「全自動」モードの場合 

自動でゲートを聞き、ベール排出後にゲートが閉

じます。 

・「自動」モードの場台 

「ゲート開」ボタンを押してゲートを開き、ベー

ルを排出します。「ゲート開」ボタンの押しかたで、

ゲート開の操作が異なります。 

ボタンを押して一秒以内に手を離す、「ワンタッ

チ」押しの場合は、ゲートが所定の高さまで開き、

ベール排出後、ゲートが閉じます。 

「ボタンを一秒以上押し」続けた場合ゲートが所

定の高さまで開き、ベール排出が完了しましたらボ

タンから手を離してください。ゲートが閉じます。 

 

 

「ゲート開」ボタンを押し続けてベールを放出

する場合、ゲートが開ききる前にボタンから手を

離すとゲートが閉じてしまい、ベール排出できな

いことがあります。ベールが完全に排出されるま

でボタンから手を離さないでください。 
 

 
・「手動」モードの場合 

「ゲート開」ボタンを押し続けゲートを開き、ベ

ールの排出を確認し、ボタンから手を離してゲート

を閉じてください。 

 

 

「ゲート開」ボタンを押し続けてベールを放出

する場合、ゲートが開ききる前にボタンから手を

離すとゲートが閉じてしまい、ベール排出できな

いことがあります。ベールが完全に排出されるま

でボタンから手を離さないでください。 
 

 

・ゲートが閉じる時ピボットパイプがＢの位置でと

まるのを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  取扱い上の注意 
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３－（２）作業の流れ「全自動」モードの場合 

 

 ア 

 

 

 イ 

 

 

 ウ 

 

 

 エ 

 

 

 オ 

 

 

 カ 

 

 

 

 

 キ 

 

 

 

 

 

 ク 

 

 

 ケ 

 

 

 コ 

 

 

 サ 

 

 

 シ 

 

 

 

 ス 

 

 

 

 

                     ※２ 
 

 

（注） 

       運転者の操作が必要な動作 

 

※１ 電源投入後、通常は「全自動」モードになりま

す。モード選択は「モード切替」ボタンで切り替

えてください。 

 

 

 

 

 

 
 
・電源投入後、又はゲートが閉じた後にブザー

がピッピッピッと鳴り、「自動」又は「手動」

モードに切り替わる。 

（※２） 

・モード切替で「全自動」に出来ない。（※２） 

・電源投入後、「手動」モードに切り替わる。 

（※３） 

・ゲートが閉じた後に「手動」モードに切り替

わる。（※３） 

・モード切替で「 全自動」「自動」に出来ない。 

（※３） 
 

 

 

※２ ブザーがピッピッピッと鳴り、自動的に「自動」

又は「手動」モードになる場合や全自動モードに

切替できない場合は、バインディング・ベールイ

ジェクタに取付られている機械の初期位置不良や

センサの感知不良等が考えられます。 

下記の点をご確認ください。 

 

・電源投入時、ソウサボックスの「ゲート開」、「結

束装置作動」「 排出」ＬＥＤが消えているか。 

・ネットリセットがリセットされているか。 

・トワインの繰出し・切断不良等によりセンサ位

置がカーソルとずれていないか。 

・ベールイジェクタがスプリングの緩み、リンチ

ピン脱落等の理由により、所定位置からずれ等

発生していないか。 

 

上記の点をご確認の際は、ＰＴＯ、エンジンを停

止し周囲の安全を確かめてから確認や調整を行なっ

てください。センサは「5-4-21イジェクタセンサ」

を参考に調整してください。調整しても「全自動」

モードにならない場合、センサの故障・配線の断線

等が考えられます。部品交換してください。 

本機能は安全チェックとセンサチェックを目的に

設けられています。やむをえず作業を続けられる場

合は、「自動」、「手動」モードで作業してください。 

 

トラクタエンジンを始動 

ソウサボックスの電源を投入 

「全自動」モード 

トラクタＰＴＯを始動 

牧草・稲ワラの拾上げ（作業可） 

ベール満了 

「作業可」ＬＥＤ消灯 

「巻付中 走行禁止」ＬＥＤ点灯 

パトライト点灯 

ブザーが鳴る 

（連続音 ピーーー） 

走行停止 

ネット・トワイン自動巻付動作 

ゲートが開く 

ベール排出 

ゲートが閉じる 

パトライト消灯 

「巻付中 走行禁止」ＬＥＤ消灯 

「作業可」ＬＥＤ点灯 

ブザーが鳴る（連続音 ピーーー） 

※５ 

   

※１ 

※４ 
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※３ 自動的に「手動」モードになる場合や、「全自動」

「自動」に出来ない場合は、機械の初期位置不良

や、満了センサの感知不良なとが考えられます。 

下記の点をご確認ください。 
 

・ベールが満了状態で電源のＯＮ・ＯＦＦを行っ

ていないか（満了状態になっている） 

・満了センサ（カクドセンサ）の取付ボルトの緩

みにより、所定位置からずれていないか。 

・満了センサのレバーのスプリングが外れていな

いか 
 

上記の点を確認の際はＰＴＯ、エンジンを停止し

周囲の安全を確かめてから確認を行ってください。 

満了の場合は、ネット又はトワインを巻付け後、

排出を行います。 

センサは、「5-4-23 ボトムセンサと梱包密度検出

センサの識整」、部品表を参考にし調整してください。 

調整しでも「全自動」、「自動」にならない場合、

センサの故障・配線の断線などが考えられます。部

品交換してください。 

 

※４ 表示部に番号「１０」が点滅し、ブザーが鳴り

（間欠音 長ピ一、ピー、ピー、・・・）ゲートが

自動で閉じる場合はベール排出不良を示していま

す。本機横の「ゲート開」ボタンを押しゲートを

開き、ストップバルブを閉じてゲートが閉まらな

い事を確認し、トラクタのＰＴＯ、エンジン、ソ

ウサボックスの電源を切ります。その後、ロール

ベーラ内よりベールを引き出します。ベール排出

後、ストップバルブを開きゲートを閉じ作業を始

めてください。 
 

※５ ボトムプレート部に大量の作物や異物が入るな

どして同部が下がると、ソウサボックスのブザー

が鳴ります。（間欠音 短ピッピッピッ）その場合

は、作業速度を落とすか拾い上げ作業を停止し、

ブザーが鳴りやむのを待ってください。 

又、頻繁にブザーが鳴る場合は、走行速度を落

とし、同部へ作物が大量に入らないように調整し

てください。 

 

 

ベールを排出処置する時、ストップバルブを閉じ

ないで作業するとゲートが閉じ、死亡または重傷

を負うことがあります。ストップバルブを「閉」

側に切替えてください。その後ゲートロックを取

り付けてください。 

ベール排出後、ストップパルプを開く時に他者が

ゲート下およびチャンバ付近にいると、降りてき

たゲートに挟まれ死亡または重傷を負うことがあ

ります。ご自身を含め安全を確認してからストッ

プバルブを開いてください。 

ベールをチャンバ内から引き出す時にローラが駆 

動していると、ローラに巻き込まれ死亡または重

傷を負うことがあります。ＰＴＯ、エンジンを切

ってください。 
 

 

 

「全自動」モードを選択した場合、機体付近の

ベールやウインドロ一、畔などに関わらずベール

が排出されます。ベール排出を任意で行なう場合

は、「自動」、「手動」モードに切り替え排出してく

ださい。「全自動」から「自動」「手動」モードへ

の切り替えは、バインディング装置動作開始前ま

でに行なってください。 
 

 
 
ア．トラクタエンジンを始動します。 

イ．ソウサボックスに電源を入れます。 

ウ．「モード切替」ボタンでモードを選択します。 

エ．トラクタＰＴＯを始動します。 

ＰＴＯ回転数は梱包対象の種類・状態により異

なります。 

オ．「3-2-1 ピックアップのタイン地上高の調整」に

したがって牧草・稲ワラを拾上げてください。 

カ・キ・ク．梱包が満了になるとトラクタの走行停

止のみを知らせるブザーが鳴り（連続音 ピー

ーー）、「作業可」ＬＥＤが消灯し、「巻付中 走

行禁止」ＬＥＤとパトライトが点灯します。 

「ス」が終了するまで走行しないでください。 

 

 

ＰＴＯを切らないでください。ベールの回転が

止まり、ネット・トワインの巻付け不良が発生し

ます。 
 

 
ケ．バインディング装置が自動で作動しネット・ト

ワインを巻付けます。巻付けが終了すると、ネ

ット・トワインが切断されバインディング装置

が停止します。 

コ・サ．バインディング装置停止後、ゲートが自動

で開き、ベールを排出します。 

シ．排出したベールはベールイジェクタにより後方

へ送られます。このとき、ベールイジェクタに

設置されたセンサが反応し、自動でゲートを閉

じます。 

ス．「巻付中 走行禁止」ＬＥＤ、パトライトが消灯

し、「作業可」ＬＥＤが点灯し、梱包作業を行な

える状態になります。走行して問題ありません。 
 

 

傾斜地では「全自動」モードを使用しないでく

ださい。排出したベールが転がり、ケガや事故を

起こす事があります。 

「自動」・「手動」モードで作業してください。 
 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  危 険 

  取扱い上の注意 
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３－（３）作業の流れ「自動」モードの場合 

 

 ア 
 
 
 イ 
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 ク 
 
 
 
 
 
 
 ケ 
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 ソ 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

（注） 

       運転者の操作が必要な動作 

 

※１ 電源投入後、通常は「全自動」モードになり

ます。モード選択は「モード切替」ボタンで切

り替えてください。 

※２ ゲート開動作からゲート閉動作まで自動で動

作します。 

※３ 「ゲート開」ボタンを１秒以上長く押してゲ

ート開動作をさせた場合、ゲートが開ききる前

に「ゲート開」ボタンから手を離すとゲートが

閉じ、ベール排出できないことがあります。ベ

ールの排出を確認してから「ゲート開」ボタン

より手を離してください。 

※４ ベールイジェクタのセンサ関係不良で「全自

動」モードが使用できず「自動」モードでやむ

をえず作業する場合、サ～ソの機能が働きませ

んのでゲート開動作は、「ゲート開」ボタンを押

し続けてゲート開動作を行うタ～ナの手順で操

作してください。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 タ 
 
 
 
 チ 
 
 
 ツ 
 
 
 テ 
 
 
 ト 
 
 
 ナ 
 

 

 

 

 

トラクタエンジンを始動 

ソウサボックスの電源を投入 

モード選択 

「自動」モード 

トラクタＰＴＯを始動 

牧草・稲ワラの拾上げ（走行可） 

ベール満了 

「作業可」ＬＥＤ消灯 
「巻付中 走行禁止」ＬＥＤ点灯 

パトライト点灯 
ブザーが鳴る 

（連続音 ピーーー） 

走行停止 

ネット・トワイン自動巻付動作 

「ゲート開」ボタンを押す 
（ボタン押し時間１秒以内） 

（ワンタッチ） 

ゲートが開く 

ベール排出 

ゲートが閉じる 

パトライト消灯 
「巻付中 走行禁止」ＬＥＤ消灯 

「作業可」ＬＥＤ点灯 

「ゲート開」ボタンを押し続ける 
（ボタン押し時間１秒以内） 

ゲートが開く 

ベール排出 

「ゲート開」ボタンを離す 

ゲートが閉じる 

パトライト消灯 
「巻付中 走行禁止」ＬＥＤ消灯 

「作業可」ＬＥＤ点灯 

   

※６ 

※１ 

※４ 

※２ 

※２ 

※３ 
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※５ 表示部に番号「１０」が点滅し、ブザーが鳴り

（間欠音 長ピ一、ピー、ピ一、・・・）ゲートが

自動で閉じる場合はベール排出不良を示していま

す。本機横の「ゲート開」ボタンを押しゲートを

開き、ストップバルブを閉じてゲートが閉まらな

い事を確認し、トラクタのＰＴＯ、エンジン、ソ

ウサボックスの電源を切ります。その後、ロール

ベーラ内よりベールを引き出します。ベール排出

後、ストップバルブを開きゲートを閉じ作業を始

めてください。 

 

※６ ボトムプレート部に大量の作物や異物が入るな

どして同部が下がると、ソウサボックスのブザー

が鳴ります。（間欠音 短ピッピッピッ）その場合

は、作業速度を落とすか拾い上げ作業を停止し、

ブザーが鳴りやむのを待ってください。 

又、頻繁にブザーが鳴る場合は、走行速度を落

とし、同部へ作物が大量に入らないように調整し

てください。 

 

 

ベールを排出する時、ストップバルブを閉じない

で作業するとゲートが閉じ、死亡または重傷を負

うことがあります。ストップバルブを「閉」側に

切替えてください。その後ゲートロックを取り付

けてください。 

ベール排出後、ストップパルプを開く時に他者が

ゲート下およびチャンバ付近にいると、降りてき

たゲートに挟まれ死亡または重傷を負うことがあ

ります。ご自身を含め安全を確認してからストッ

プバルブを開いてください。 

ベールをチャンバ内から引き出す時にローラが駆

動していると、ローラに巻き込まれ死亡または重

傷を負うことがあります。ＰＴＯ、エンジンを切

ってください。 
 

 

 

「自動」モードを選択した場合、ベール排出は

「ゲート開」ボタンを押して行います。自動では

排出されません。 

「ゲート開」ボタンの押し方で作業手順が変わ

ります。使用者の作業スタイルでご使用ください。 

センサ不良のため「自動」を使用される場合、

ネットバインディング装置のネット切断ナイフが

リセット位置にあることを確認し、作業を始めて

ください。 
 

 

ア．トラクタエンジンを始動します。 

イ．ソウサボックスに電源を入れます。 

ウ．「モード切替」ボタンでモードを選択します。 

エ．「モード切替」ボタンでモードを「自動」にしま

す。 

オ．トラクタＰＴＯを始動します。 

ＰＴＯ回転数は梱包対象の種類・状態により異

なります。 

カ．「3-2-1 ピックアップのタイン地上高の調整」に

したがって牧草・稲ワラを拾上げてください。 

キ・ク・ケ．梱包が満了になるとトラクタの走行停

止のみを知らせるブザーが鳴り（連続音 ピー

ーー）、「作業可」ＬＥＤが消灯し、「巻付中 走

行禁止」ＬＥＤとパトライトが点灯します。 

「ソ」が終了するまで走行しないでください。 

 

 

ＰＴＯを切らないでください。ベールの回転が

止まり、ネット・トワインの巻付け不良が発生し

ます。 
 

 

コ．バインディング装置が自動で作動しネット・ト

ワインを巻付けます。巻付けが終了すると、ネ

ット・トワインが切断されバインディング装置

が停止します。 

サ・シ．バインディング装置停止後、「ゲート開」ボ

タンでゲートを開き、ベールを排出します。 

 

 

「ゲート開」ボタンの押し方（押し時間）で手

順が変わります。 
 
 

ス・セ．排出したベールはベールイジェクタにより

後方へ送られます。このとき、ベールイジェク

タに設置されたセンサが反応し、自動でゲート

を閉じます。 

ソ．「巻付中 走行禁止」ＬＥＤ、パトライトが消灯

し、「作業可」ＬＥＤが点灯し、梱包作業を行な

える状態になります。走行して問題ありません。 

タ・チ．バインディング装置停止後、「ゲート開」ボ

タンを押し続けてゲートを開き、ベールを排出

します。 

ツ．排出したベールはベールイジェクタにより後方

へ送られます。 

テ・ト．「ゲ―ト開」ボタンを離すとゲートが閉じま

す。 

ナ．「巻付中 走行禁止」ＬＥＤ、パトライトが消灯

し、「作業可」ＬＥＤが点灯し、梱包作業を行え

る状態になります。走行して問題ありません。 

 

 

 

 

  危 険 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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３－（４）作業の流れ「手動」モードの場合 
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（注） 

       運転者の操作が必要な動作 

 

※１ 電源投入後、通常は「全自動」モードになり

ます。モード選択は「モード切替」ボタンで切

り替えてください。 

※２ ゲート開動作からゲート閉動作まで自動で動

作します。 

※３ 「ゲート開」ボタンを１秒以上長く押してゲ

ート開動作をさせた場合、ゲートが開ききる前

に「ゲート開」ボタンから手を離すとゲートが

閉じ、ベール排出できないことがあります。ベ

ールの排出を確認してから「ゲート開」ボタン

より手を離してください。 

※４ ベールイジェクタのセンサ関係不良で「全自

動」モードが使用できず「手動」モードでやむ

をえず作業する場合、サ～ソの機能が働きませ

んのでゲート開動作は、「ゲート開」ボタンを押

し続けてゲート開動作を行うチ～ニの手順で操

作してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 チ 
 
 
 
 ツ 
 
 
 テ 
 
 
 ト 
 
 
 ナ 
 
 
 
 ニ 

 

 

 

トラクタエンジンを始動 

ソウサボックスの電源を投入 

モード選択 

「手動」モード 

トラクタＰＴＯを始動 

牧草・稲ワラの拾上げ（走行可） 

ベール満了 

「作業可」ＬＥＤ消灯 
「巻付中 走行禁止」ＬＥＤ点灯 

パトライト点灯 
ブザーが鳴る 

（連続音 ピーーー） 

走行停止 

「強制繰出」ボタンを押す 

ネット・トワイン巻付動作 

「ゲート開」ボタンを押す 
（ボタン押し時間１秒以内） 

（ワンタッチ） 

ゲートが開く 

ベール排出 

ゲートが閉じる 

パトライト消灯 
「巻付中 走行禁止」ＬＥＤ消灯 

「作業可」ＬＥＤ点灯 
ブザーが鳴る（連続音 ピーーー） 

「ゲート開」ボタンを押し続ける 
（ボタン押し時間１秒以上） 

ゲートが開く 

ベール排出 

「ゲート開」ボタンを離す 

ゲートが閉じる 

パトライト消灯 
「巻付中 走行禁止」ＬＥＤ消灯 

「作業可」ＬＥＤ点灯 
ブザーが鳴る（連続音 ピーーー） 

   

※６ 

※１ 

※４ 

※２ 

※５ 

※３ 
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※５ 表示部に番号「１０」が点滅し、ブザーが鳴り

（間欠音 長ピ一、ピー、ピ一、・・・）ゲートが

自動で閉じる場合はベール排出不良を示していま

す。本機横の「ゲート開」ボタンを押しゲートを

開き、ストップバルブを閉じてゲートが閉まらな

い事を確認し、トラクタのＰＴＯ、エンジン、ソ

ウサボックスの電源を切ります。その後、ロール

ベーラ内よりベールを引き出します。ベール排出

後、ストップバルブを開きゲートを閉じ作業を始

めてください。 

 

※６ ボトムプレート部に大量の作物や異物が入るな

どして同部が下がると、ソウサボックスのブザー

が鳴ります。（間欠音 短ピッピッピッ）その場合

は、作業速度を落とすか拾い上げ作業を停止し、

ブザーが鳴りやむのを待ってください。 

又、頻繁にブザーが鳴る場合は、走行速度を落

とし、同部へ作物が大量に入らないように調整し

てください。 

 

 

ベールを排出処置する時、ストップバルブを閉じ

ないで作業するとゲートが閉じ、死亡または重傷

を負うことがあります。ストップバルブを「閉」

側に切替えてください。その後ゲートロックを取

り付けてください。 

ベール排出後、ストップパルプを開く時に他者が

ゲート下およびチャンバ付近にいると、降りてき

たゲートに挟まれ死亡または重傷を負うことがあ

ります。ご自身を含め安全を確認してからストッ

プバルブを開いてください。 

ベールをチャンバ内から引き出す時にローラが駆

動していると、ローラに巻き込まれ死亡または重

傷を負うことがあります。ＰＴＯ、エンジンを切

ってください。 
 

 

 

「手動」モードを選択した場合、バインディン

グ装置はソウサボックスより「強制繰出」ボタン

を押して作動させます。自動には繰出されません。 

ベール排出は「ゲート開」ボタンを押して行い

ます。自動では排出されません。 

「ゲート開」ボタンの押し方で作業手順が変わ

ります。使用者の作業スタイルでご使用ください。 

センサ不良のため「手動」を使用される場合、

ネットバインディング装置のネット切断ナイフが

リセット位置にあることを確認し、強制繰出操作

を行ってください。 

 

ア．トラクタエンジンを始動します。 

イ．ソウサボックスに電源を入れます。 

ウ．「モード切替」ボタンでモードを選択します。 

エ．「モード切替」ボタンでモードを「手動」にしま

す。 

オ．トラクタＰＴＯを始動します。 

ＰＴＯ回転数は梱包対象の種類・状態により異

なります。 

カ．「3-2-1 ピックアップのタイン地上高の調整」に

したがって牧草・稲ワラを拾上げてください。 

キ・ク・ケ．梱包が満了になるとトラクタの走行停

止のみを知らせるブザーが鳴り（連続音 ピー

ーー）、「作業可」ＬＥＤが消灯し、「巻付中 走

行禁止」ＬＥＤとパトライトが点灯します。 

「タ」又は「ニ」が終了するまで走行しないで

ください。 

 

 

ＰＴＯを切らないでください。ベールの回転が

止まり、ネット・トワインの巻付け不良が発生し

ます。 
 

 

コ・サ．「強制繰出」ボタンを押して、バインディン

グ装置を作動させネット・トワインを巻付けま

す。巻付けが終了すると、ネット・トワインが

切断されバインディング装置が停止します。 

シ・ス．バインディング装置停止後、「ゲート開」ボ

タンでゲートを開き、ベールを排出します。 

 

 

「ゲート開」ボタンの押し方（押し時間）で手

順が変わります。 
 
 

セ・ソ．排出したベールはベールイジェクタにより

後方へ送られます。このとき、ベールイジェク

タに設置されたセンサが反応し、自動でゲート

を閉じます。 

タ．「巻付中 走行禁止」ＬＥＤ、パトライトが消灯

し、「作業可」ＬＥＤが点灯し、梱包作業を行な

える状態に移行します。走行して問題ありませ

ん。 

チ・ツ．バインディング装置停止後、「ゲート開」ボ

タンを押し続けてゲートを開き、ベールを排出

します。 

テ．排出したベールはベールイジェクタにより後方

へ送られます。 

ト・ナ．「ゲ―ト開」ボタンを離すとゲートが閉じま

す。 

ナ．「巻付中 走行禁止」ＬＥＤ、パトライトが消灯

し、「作業可」ＬＥＤが点灯し、梱包作業を行え

る状態になります。走行して問題ありません。 

 

 

 

  危 険 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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４ 運  搬 

 

１．ＰＴＯを切ってください。 

２．ソウサボックスのピックアップ「上」ボタンを押

して最上まで上げ、サポートピンを移動位置の穴に

入れ、ピックアップを「下」ボタンを押してサポー

トピンにピックリフトを当ててください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．トラクタロワーリンクを昇降する油圧レバーを操

作して、パワージョイントが抜けない上限位置まで

ロワーリンクを持ち上げてください。 

  また、２Ｐフレームとパワージョイントが当たら

ない上限位置までロワーリンクを持ち上げてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．ＴＲＢ・ＴＣＲ２２４０ＡＮで長距離移動後に作

業を行う場合、スチールローラとゴムローラよりネ

ットが 40～50ｍｍ出ているのを確認してください。

ネットが出ていない場合は、ブレーキアームを解除

し、ネットを弛ませた状態でスチールローラを手で

回転させ、ネットを40～50ｍｍ出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．ベールを機体内（チャンバ内）に入れたまま移動

しないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圃場の出入りや畦越え時、ゲージホイールによ

りピックアップが持ち上がり、ドローバにクロッ

プカバーが当たり破損する場合があります。圃場

の出入りや畦越え時はゲージホイールを収納位置

にし、ピックアップが地面に当たらないないよう

移動してください 
 

 

ロワーリンクを上げすぎると、パワージョイント 

が２Ｐフレームに当り、パワージョイントが破損 

し、ケガをすることがあります。必ず上限を確認 

し守ってください。 
 

 

スチールローラを手で回す際、ゴムローラとス

チールローラの間に手が挟まれる恐れがありま

す。気を付けて作業を行ってください。 
 

 

ベールをチャンバ内に入れたまま移動すると、

遠心力や走行振動でベールがチャンバ内で動き機

体が破損する場合があります。やむをえずベール

を入れたまま運搬しなければならない場合、ゲー

トが動かない様に、ストップバルブ；１／４を閉

じて、ゲート開動分動かない様にしてください。

ただし、機体の損傷、破損、及び事故などは責任

を負えません。ご使用者の責任でおこなってくだ

さい。 
 

  注 意 

  取扱い上の注意 

  注 意 

  取扱い上の注意 
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 長持ちさせるために、手入れは必ずしましょう。 
 

 

 

動力を切らずに、回転部・可動部の付着物の除去

作業などを行うと、機械に巻き込まれてケガをす

る事があります。 

ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可動部

がとまっている事を確かめて行ってください。 
 

 

１ 作業後の手入れ 

 

１．ソウサボックスの電源ボタンをＯＦＦにし、電

源コードを外してください。 
 

２．ピックアップ装置部・カッティング装置部に付

着した牧草などの収穫物を、ほ場の中で取り除い

てください。 
 

３．トワイン・ネットバインディング部に堆積した

ゴミなどを取り除いてください。 
 

４．ローラに付着した牧草などの収穫物は、除去し

てください。 
 

５．両側面の駆動部に堆積したゴミなどを取り除い

てください。 
 

６．破損した部品、消耗した部品を交換・補充して

ください。 
 

７．点検整備一覧表に基づき駆動部、連結部などを

点検してください。 
 

８．給油箇所一覧表に基づき油脂を補給してくださ

い。 
 

９．ＰＴＯ軸・ＰＩＣ軸・パワージョイントスプラ

イン部など、塗装されていない露出部は、錆を防

ぐためにグリースを塗布してください。 
 

１０．トラクタから作業機を外す時は、スタンドをた

ててから行ってください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

１１．トラクタから作業機をはずしたら、パワージョ

イントは２Ｐフレームのジョイントサポートに納

めてください。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２．ＴＲＢ・ＴＣＲ２２４０ＡＮの場合、作業機よ

りネットロールを外しておくか、ブレーキアーム

を解除し、ネットロールを矢印方向に回転させネ

ットを弛ませてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３．ソウサボックスは風雨のあたらない所に保管し

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 作業が終わったら 

  注 意 
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２ 長期格納する時 

 

１．機械各部の清掃をしてください。 
 
２．点検整備一覧表に基づき駆動部などを点検して

ください。 

     又、破損した部品、消耗した部品を交換・補充

してください。 
 
３．給油箇所一覧表に基づき油脂を補給してください。 

又、回転・回動支点及びパワージョイントのク

ランプピンを含む摺動部には注油し、ＰＴＯ軸・

ＰＩＣ軸・ジョイントスプライン部にはグリース

を塗布してください。 
 
４．塗装の損傷部を補修塗装するか、または油を塗

布し、錆の発生を防いでください。 
 
５．機械は風通しの良い屋内に保管してください。 
 
６．やむをえず屋外に保管する時は、シートを掛け

てください。 
 
７．ＴＲＢ・ＴＣＲ２２４０ＡＮの場合、機械より

ネットロールを外し、風通しの良い屋内に保管し

てください。 

 

８．トラクタに作業機を取付けたまま格納する場合

は、バッテリ切れを防止する為ソウサボックスか

ら電源コードを外してください。 

 

９．ソウサボックスは室内に保管してください。 
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調子よく作業するために、定期的に行いましょう。 
機械の整備不良による事故などを未然に防ぐため

に「点検整備一覧表」に基づき、各部の点検整備を
行い、機械を最良の状態で、安心して作業が行える
ようにしてください。 
タイン、シャーボルト、ナイフ、トワイン、ネッ

トは消耗品となっています。摩耗、折損、消耗した
時は交換、補充してください。 

 

 
・ゲートを開けて点検・調整中、不意にゲートが
閉まり、挟まれて死亡または重傷を負うことが
あります。 
ストップバルブを「閉」側に切替えてゲートを
確実に固定してください。 
その後ゲートロックを取り付けてください。 

・ゲートを閉じる時、中に人がいるとゲートに挟
まれて死亡または重傷を負うことがあります。
周囲に人を近づけないでください。 

 

 
トワイン巻付装置を調整する時、ローラに接触
すると巻き込まれ、ケガをする事があります。
ＰＴＯ及びエンジンを切ってから行ってくだ
さい。 

 

 

 

・ゲートを開けて点検・調整する時は、ローラとロ

ータが回転しないようにシャーボルトを外してく

ださい。 
 

 

 
ロワーリンクで作業機を持ち上げて点検・調整
を行う時、第三者の不注意により、不意に降下
し、ケガをする事があります。 
トラクタロワーリンクの油圧回路をロックし
て行ってください。 
傾斜地や凹凸地又は軟弱地などで行うと本機
が不意に動き出して、思わぬ事故を起こす事が
あります。 
平坦で地盤のかたい所で行ってください。 
ＰＴＯ及びエンジンをとめずに点検・整備する
と、第三者の不注意により、不意に作業機が駆
動され、思わぬ事故を起こす事があります。 
ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可動
部がとまっている事を確かめて行ってくださ
い。 
調整又は清掃中、トワインバインディング内に
手を入れるとナイフで手をケガすることがあ
ります。手がナイフに触れないよう気を付けて
作業を行ってください。 

  

１ 点検整備一覧表 

 

時    間 チェック項目 処       置 

新品使用１時間 
全ボルト・ナットのゆるみ 
ローラチェーンのテンションスプリングのゆるみ 

増し締め 
調整 

作  業  前 
作  業  後 

 

機械の清掃 
ピックアップタイン切損 
バインディングナイフ摩耗 
カッティングナイフ磨耗・破損 
シャーボルト切損 
トワイン消耗（TRB・TCR2240AT） 
ネットロール消耗（TRB・TCR2240AN） 
給油装置オイル消耗 
 
タイヤ空気圧 走行用12.5L-15-8PR 

〃     ゲージホイール用11×4.00-5-4PR 
ボルト・ナット・ピン類のゆるみ、脱落 
駆動系の異常音・異常振動 
パワージョイント、カバー、チェーン破損 
回転部・可動部の給油、注油、給脂 
各部調整 
カラ運転をして異音、異常発熱がないか 

 
交換 
交換 
研磨・交換 
交換・補充 
補充  部品番号  TP12000 
補充  部品番号 NET1020 
リザーブオイルタンクに補充 
         ギヤオイルVG220 
280kPa、2.8kgf/㎠ 
310kPa、3.2kgf/㎠ 
増し締め・部品の補給 
「6-1 不調処置一覧表」に基づき処置交換 
 
 
「5-4 各部の調整」に基づき調整 
「6-1 不調処置一覧表」に基づき処置 

シ ー ズ ン 終 了 後 

破損部 
タイン等消耗部品 
各部の清掃 
塗装損傷部 
回動支点・ピン等の摩耗 

補修 
早めの部品交換 
 
塗装または油塗布 
部品交換 

５ 点検と整備について 

  警 告  

  注 意 

  危 険  
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・ゲートを開けて点検・調整中、不意にゲートが閉

まり、挟まれて死亡または重傷を負うことがあり

ます。 

ストップバルブを「閉」側に切替えてゲートを確

実に固定してください。 

その後ゲートロックを取り付けてください。 

・ゲートを閉じる時、中に人がいるとゲートに挟ま

れて死亡または重傷を負うことがあります。 
 

 

ゲートロックの方法は下記手順で行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）ソウサボックスの電源を入れます。 

（２）ゲート開閉のストップバルブを「開」側（図の

状態）に切り替えます。 

（３）トラクタのエンジンを始動させて、ＰＴＯを回

しながら制御ボックス；１（ネット・トワイン

ケーシング部）の「ゲート開」ボタンを押しま

す。 

（４）ゲートが上昇したら「ゲート開」ボタンを押し

ながらストップバルブを「閉」側に切替え、「ゲ

ート開」ボタンから手を離します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）トラクタのＰＴＯエンジンを停止させ、回転部

や可動部が止まっていることを確認します。 

 

 

 

（６）デルタピンを外し、ゲートロックを手で支えフ

ックを矢印の方向に動かし解除します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）ゲートロックを回転させ下図の位置にセットし

固定してください。デルタピンは元の位置に差

し込んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）点検・調整終了後、逆の手順でゲートロックを

収納します。その後、中に人がいない事を確か

めストップバルブを「開」側に切替えます。 

 

 

２ ゲートロックの取扱い方法 

 

ゲートロックを固定したまま走行しないでくだ

さい。 
 

 

  危 険  

  取扱い上の注意 

前方 

本機右側 
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３ 電球の交換 

 

 テールランプの電球を交換する際はレンズを取り

外して行います。 

  電球は当社推奨の規格を使用してください。 

 

 定   格 
スタンレー 

品番（参考） 

ウィンカー 12V  21W  S25 BP4575B 

尾   灯 
12V 21W/5W  S25 BP4875B 

制 動 灯 

 

 

４ 各部の調整 

 

１．ローラチェーンの張り調整 

ローラチェーンは、使用するにつれて少しずつ伸

びが生じます。 

円滑な動力の伝達をするために、ローラチェーン

の張り調整を行ってください。 

特に、最初の使用では初期伸びが生じますので、

使用後に必ず張り調整を行ってください。 

 

（１）ローラ、ロータ、スクリュー駆動部 

ローラチェーンの張り調整は、スプリング長さ

をボルト・ナットで調整して行います。 

各部のスプリング長さは、次の通りです。 

Ａ＝ ６５ｍｍ 

Ｂ＝ ６５ｍｍ 

Ｃ＝ ６５ｍｍ 

Ｄ＝ ２５ｍｍ（左右２ヶ所） 

Ｅ＝１８０ｍｍ 

Ｆ＝ ６５ｍｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）パワーパッケージ 

パワーパッケージを駆動しているローラチェーン

の張りは、パワーパッケージをスライドさせるか、

テンションローラで調整が行えます。 

チェーンの張りが、ローラチェーンの中央部を手

で押して、たわみ量が５ｍｍ程度によるように調整

してください。 

張り過ぎると、チェーンの早期破損や、パワーパ

ッケージの破損に繋がりますので適正な張りで調整

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ピックアップ駆動部 

ボルトを緩め、テンションローラを動かしてロ

ーラチェーンの張りを調整し、ボルトを締めてく

ださい。 

張りの強さは、ローラチェーンの中央部を指で

押してたわみ量が１２ｍｍになるのが適正です。 

 

 

 

 

 

 

 
 
（４）トワインバインディング駆動部 

ボルトを緩め、ジクウケを動かして、ローラチ

ェーンの張りを調整し、ボルトを締めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

張りの強さはローラチェーンの中央部を指で押

してたわみ量が１４～１６ｍｍになるのが適正で

す。 
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２．スリップクラッチの調整 

スプリング（６本）長さＡは２６ｍｍに調整して

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スプリングは、必ず上記指示の寸法に調整して

ください。不適正な調整は、作業機の破損の原

因になります。 

・フェーシングプレート部には、絶対に給油しな

いでください。 

・スプリング調整時、フェーシングプレートの消

耗具合を確認してください。 

消耗が激しい場合は、部品表を参考に部品を交

換してください。 
 
 

３．ピックアップの浮動調整 

ピックアップの浮動調整は、スプリングステーの

ネジ部の長さＬを調整して行います。 

 

作 業 状 態 Ｌ 

ピックアップが不安定に上下に

ゆれて、拾いのこしが出る 
７０ｍｍ 

標    準 ７５ｍｍ 

地面への追従が悪く、土・泥を

多く拾う 

 
８０～９０ｍｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

  スプリングステーの調整は、左右等しく行って 

 ください。 
 

 

４．シャーボルトの交換要領 

ローラ駆動とロータ駆動系にそれぞれ安全装置が

設けられています。 

（１）ローラ駆動部シャーボルト 

本機左前側のカバーの内部にあり、過負荷時に

切断し、各部が停止しますので、原因を取り除い

てシャーボルト（Ｍ８×３２）を交換してください。 

 

 

シャーボルトは純正品（Ｍ８×３２ 部品番号 

０４６９０７００００）を使用してください。 

よく切損する場合は、梱包圧の設定を低くする、

作業速度を遅くしてください。 
 
 

（２）ロータ駆動部シャーボルト 

本機右前側のカバーの内部にあり、過負荷時に

切断し、ロータの回転が停止しますので、原因を

取り除いてシャーボルト（Ｍ１０×５５）を交換

してください。 

 

 

シャーボルトは純正品（Ｍ１０×５５ 部品番号 

０４４０２８４０００）を使用してください。 

よく切損する場合は、ウインドローを小さくす

る、作業速度を遅くしてください。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．スクリューとスクレーパのすきま調整 

  スクリューとスクレーパのすきまを０．５～２．５

ｍｍに調整してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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６．ロータとスクレーパのすきま調整 

ロータとスクレーパのすきま調整０．５～２ｍｍ

に調整してください。 

（１）スクレーパＬ、Ｒ（両端）のボルトを緩めて調

整します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．スクレーパ調整（ＴＲＢ・ＴＣＲ２２４０ＡＴ） 

（１）草がローラに巻きつくと、スクレーパが回動し

て、ローラから離れます。巻きついた草を除去

した後、トワインケーシング内側のカバー（の

ぞき窓）を開けてスクレーパをローラ側に押し

戻してください。 

（２）スクレーパとローラのすき間は０～２ｍｍです。

すき間が広いときはスクレーパの取付ボルトを

ゆるめて調整してください。 

 

 

スクレーパがローラから離れた状態で使用する

と、トワインがローラの間から出ることがありま

す。このため、トワインがベールの一部分にしか巻

き付けられないなどの不具合が発生します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．ＦＬローラとスクレーパの調整 

ＦＬローラにスクレーパが接するように調整し

てください。隙間がある場合は、スクレーパ取り

付けボルトを緩めて調整してください。 

 

 

 

 

 

 

 

ロータスクレーパへの取り付けは下図の位置に

取り付けてください。 

（ＴＲＢ２２４０ＡＴ、ＴＣＲ２２４０ＡＴ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．梱包密度検出リンクの調整 

（１）ロッキングフックとゲートのカラーのすきまを

Ａシムで調整します。 

Ｌ１＝２ｍｍが最適です。 

（２）ロッドＢの長穴とボルトのすきまをロッドＢの

フォークエンドで調整します。 

Ｌ２＝７ｍｍが最適です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）スプリングＣがトリップレバーの穴にピンＥを

かけても手で抜ける程度にスプリングステーＤ

の長さを調整します。 

 

 

スプリングＣを張りすぎないでください。 

ロッキングフックがカラーにかからなくなるこ

とがあります。 
 
 

１０．トワインテンションの調整 

（ＴＲＢ・ＴＣＲ２２４０ＡＴ） 

スプリング長さを２５ｍｍに調整してください。 

※テンションプレートが摩耗し、トワインに圧力が

かからない場合は、部品交換してください。 

 

 

 

 

 

 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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１１．アームテンションスプリングの調整 

（ＴＲＢ・ＴＣＲ２２４０ＡＴ） 

左側スプリング長さＡは３７ｍｍに、右側Ｂは 

３２ｍｍに調整してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２．バインディングナイフの調整 

（ＴＲＢ・ＴＣＲ２２４０ＡＴ） 

ナイフの切れ味が落ちてきた時は、裏返して取

付けてください。 

裏返しても切れ味が悪いときは、部品交換して

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナイフは、スター純正部品を使用してください。 
 

 

１３．Ｖベルトのストッパと張り調整 

（１）Ｖベルトがつれ回る場合はベルトストッパをＶ

ベルトと軽く接触する程度まで調整してくださ

い。 

ベルトストッパはＴＲＢ・ＴＣＲ２２４０ＡＴ

は２ケ所、ＴＲＢ・ＴＣＲ２２４０ＡＮは１ケ

所あります。 

（２）トワイン・ネットを繰出すテンションクラッチ

のＶベルトがすべる場合は、Ｖベルトの張り量

を調整してください。 

 

 

１４．ナイフアームのセット調整 

（ＴＲＢ・ＴＣＲ２２４０ＡＮ） 

（１）ボタンボルトを軽く緩め、アーム先端のラッ

チがストッパに掛かる様にストッパの位置

を仮決めします。 

（２）クランクアームを左右に動かしシャフトを

回転させてラッチがストッパから外れる様

にボルトでストッパの位置の調整を数回行

い位置を決めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ゲートを開閉し、ラッチがストッパに掛かる

事を確認してください。 

（４）掛からない時はロッドの長さをフォークエン

ドで調整します。 

（５）長さは、ゲートを開けた時にストッパとラッ

チのスキマが５～７ｍｍ程度となる様にロ

ッド長さを調整します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５．ナイフとシャバーの調整 

（ＴＲＢ・ＴＣＲ２２４０ＡＮ） 

ロックボルトを１／２回転程度緩めてからボ

ルトでナイフとシャバーのスキマがなくなるよ

うに調整してください。（ナイフの先端がシャバ

一面取り角部から２～３ｍｍになるように調整

してください。） 

シャバーは裏返しでも使用できます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  取扱い上の注意 



  

47 

 

１６．ロッドの長さと取付穴位置 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７．ネットブレーキスプリングの調整 

ブレーキアーム部のスプリング長さは、８０ｍｍ

を基準とし、ネットのはさまり、繰出しが良くなる

ように８０～８３ｍｍの間で調整してください。ス

プリングを伸ばすとブレーキは弱まり、縮めるとブ

レーキは強くなります 

 
 

ブレーキスプリングを強くしすぎるとネット繰

出し失敗の原因となります。スプリングの調整は不

調処置の場合に行ってください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１８．ネット・スクレーパ調整 

ゴムローラとスクレーパのすきまＬは 0.5～

0.8mm に調整してください。位置調整は、左右のボ

ルトをゆるめスクレーパが適正な位置になりました

ら、ボルトを締めて固定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９．給油装置の調整 

本作業機に装備されている給油装置は、ゲートの

開閉に連動した自動給油装置です。 

（１）レバーを穴ガタ分上に上げたときのブラケット

とすきまＡを１３ｍｍに調整します。 

（２）レバーを手で動かして、各ブラシからの給油量

を、ブンパイキの調整ネジＢで調整します。調

整後、ロックナットを締めてください。 

（３）本機後方から見て左側と右側にブンパイキはあ

ります。どちら側も調整してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ブンパイキはアルミニウム製のためロックナッ

トを締めすぎるとネジ部が破損することがありま

す。 

ロックナットを締め過ぎないよう注意してくだ

さい。 
 
 

（４）ローラチェーンのオイルが乾き易いときは、Ａ

寸法を小さめに調整してください 

 
 

リザーブオイルタンクに指示されているオイル

の上限位置は、作業機とは関係ありません。 

補充時は、タンク一杯まで（最大１．５ℓ ）オイ

ルを補充してください 
 

 

２０．バインディングセンサ 

（１）トワイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トワインバインディングのキンセツスイッチは、

キンセツスイッチとカーソルのすき間を平行に１～

２ｍｍになるようにスイッチベースＣＰ；トワイン 

  取扱い上の注意   取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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を位置調整します。 

左右方向もカーソルとキンセツスイッチ反応部が位置的に重なるように調整します。 

 

（２）ネット 

ネットバインディングのキンセツスイッチは、

リセットレバーとのすき間を１～２ｍｍに調整し

てください。調整は、ナイフリセット状態位置で

行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２１．イジェクタセンサ 

ベールイジェクタのボルトの高さを調節して、

キンセツスイッチとのすき間を２～３ｍｍに調節

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２．ベールイジェクタテンションの調整 

ベールイジェクタテンションの調整は、スプリ

ングステーのネジ部の長さＬを調整して行います。 
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２３. ボトムプレートセンサと梱包密度検出センサの調整 

 ボトムプレートセンサおよび梱包密度検出センサの関連部を調整・変更した場合、またはソウサボックスを交

換した場合は、ソウサボックスの初期設定が必要です。以降の手順に従ってボトムプレートセンサの初期位置(閉

じた位置)、および梱包密度検出センサの初期位置(ゲートの閉じた位置および満量時の位置の2点)の記録を行っ

てください。 

 

 

（１）準備 

 トラクタのエンジンは切っておきます。 

①ゲート・ボトムプレートともに閉じた状態(ゲートはフックがかかった状態)にしてください。 

②本機右側の前方のカバーを開け、ゲート側上部のカバーを取り外します。 

③ロッキングフック部の部品を外します。 

・ピン；１０×４０(部品表No1 ) を外し、フォークエンド(No2)とブラケット(No3)を分離します。 

・No4～7を外し、トリップレバー(No8)とスプリング(No9)を分離します。 

 
本機右側  ロッキングフック部 

 

 

 

 

 

 

・どちらかのセンサ単体を調整する場合でも、必ずボトムプレートセンサと梱包密度検出センサの位置を調整

した上で、梱包密度検出センサの初期設定を行ってください。初期設定時、ボトムプレートセンサと梱包密度

センサの初期位置は同時に記録されます。  
 

  取扱い上の注意  
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（２）初期設定モードの説明  

①「モード切替」「ゲート開」ボタンを押しながら「電源」ボタンを押して電源を入れます。 

②ブザーがピッ、ピッと鳴ったらすべてのボタンから手を離します。 

③起動直後は数値表示部に満了センサの読みが表示されます。 

※この状態で「表示切替」ボタンを押すと、ボタンを押すごとに LED が切り替わり、対応する数値が表示され

ます。 

 

 

点灯LED 数値表示 

ベール個数 満了センサの「ゲート閉位置」の記録値 

梱包圧設定 ボトムプレートセンサの記録値 

ベール個数・梱包圧設定(２つ点灯) 満了センサの「満了位置」の記録値 

満了センサ 満了センサの読み 

床板センサ ボトムプレートセンサの読み 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＬＥＤ 
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（３）ボトムプレートセンサの調整 

①ボトムプレートの角度センサを長穴の中央部で取り付けます。 

②L寸法が8～10mmになるように、レバーを取り付けてください。 

③必要に応じて「表示切替」ボタンを押して「床板センサ」LEDが点灯した状態にし、数値が５以上であること

を確認してください。 

 数値が範囲から外れているときは角度センサの向きを調整するか、レバー取付ボルトを緩めてレバー位置を調

整して、数値が範囲内になるように取り付けてください。 

 

（４）満了センサの調整 

 

①満了センサの角度センサを長穴の中央部で

取り付けます。 

②必要に応じて「表示切替」ボタンを押して

「満了センサ」LEDが点灯した状態にし、数

値が５～３００の範囲にあることを確認して

ください。範囲から外れているときは角度セ

ンサの向きを調整し数値が範囲内になるよう

に取り付けてください。 
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（５）満了センサのゲート閉位置の設定 
 

 満了センサ、ボトムプレートセンサの調整が終わ

ったら、満了センサのゲート閉位置（トリップレバ

ーがクッションに当たる位置）を設定します。 

①「モード切替」ボタンを約 3 秒間長押しします。

ブザーがピーッと鳴ったらボタンから手を離します。 

※満了センサまたはボトムプレートセンサが範囲か

ら外れているときは、ボタンを押している間ブザ

ーがピッ、ピッと鳴り続けます。その場合は各セ

ンサの取り付けを調整し、数値が範囲内になるよ

うに取り付けてください。 

※この状態ではまだ数値が記録されません。続けて

「満了センサの満了位置の設定」を行ってくださ

い。 

 

（６）満了センサの満了位置の設定 

 つづけて満了センサの満了位置を設定します。

「満了センサ」LEDが点灯した状態にし、センサ

の数値を確認しながら行います。 

①トリップレバーを倒し、図の寸法（トリップレ

バーのプレート角部とフレーム側角パイプ平面

部の寸法)が45ｍｍ（ゲート閉の位置から約30

ｍｍ）となるようにしてください。フックを少

し持ち上げピンをかわして下さい。 

②満了センサの数値が範囲内にあることを確認し

ます。満了センサの数値範囲は、(5)満了センサ

のゲート閉位置の設定で設定したゲート閉位置

に応じて異なります。範囲から外れているとき

は手順(4)満了センサの調整に戻り数値がなる

べく小さい値となるよう調整の上、(5)満了セン

サのゲート閉位置の設定を再度行ってください。 

 

満了センサのゲート閉位置 満了センサの満了位置 

記録値 最小値 最大値 

7(最小）～ 302(最大) 207 ～ 502 654 ～ 757 

※閉位置は設定操作時に自動的に＋２して設定されます 

③「ゲート開」ボタンを約3秒間長押しします。ブザーがピーッと鳴ったらボタンから手を離します。 

④「電源」ボタンを押してソウサボックスの電源を切ります(この操作を行わないと設定が記録されないのでご注

意ください)。 

 

 

 

 

※満了センサまたはボトムプレートセンサが範囲から外れているときは、ボタンを押している間ブザーがピッ、

ピッと鳴り続けます。その場合は各センサの取り付けを調整し、数値が範囲内になるように取り付けてくだ

さい。 

※必ずゲート閉位置の設定と満了位置の設定を続けて行ってください。ゲート閉位置を設定し、満了位置を設

定しなかった場合は、通常通りに電源を投入したときエラー９３が発生します。 

※ゲート閉位置の設定、満了位置の設定を行う際、それぞれの操作でボトムプレートの位置が合わせて設定さ

れます。 
 

  取扱い上の注意  

クッション トリップレバー 

角度センサ 

ゲート閉位置 

フック 

ピン 

満了位置 45mm 

(閉位置から約 30mm) 

プレート 

角パイプ 
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（７）調整確認の方法 

①ソウサボックスの電源を入れます。 

②梱包密度は「３」に設定してください(3.2.5 梱包密度の調整, 3.3.2ソウサボックスの操作方法)。 

③表示部は「満了センサ」の表示としてください (表示切替ボタンを操作し「満了センサ」LEDが点灯した状態、

3.3.2ソウサボックスの操作方法) 

④「(6)満了センサの満了位置の設定」と同様にトリップレバーを満了位置（角パイプから４５ｍｍ)まで倒して

ください。この状態で満了となりブザーが鳴るか、数値表示が１００前後であれば正しく調整されています。 

 

 

２４．ゲート開センサの調整 

①トラクタのＰＴＯを回した状態にする。 

②作業機右側、ネット・トワインケーシング部にある、制御ボックスの「ゲート開」ボタンを 

ゲートが一番開いた状態まで押し続ける。 

③「ゲート開」ボタンを押しながらストップバルブを「閉」側に切替え、ボタンから手を離す。 

④セーフティスタータスイッチ先端側固定ナットを緩める。 

ソウサボックスの「ゲート開」ランプが一番開いた時に点灯する位置まで（矢印の方向） 

後端側固定ナットを締め込みセーフティスタータスイッチを固定する。 

ストップバルブを「開」側に切替え、ゲートを閉める。 

⑤調整後、ソウサボックスの「ゲート開」ボタンでゲート開閉作業を行い、ソウサボックスの「ゲート開」 

ランプが、ゲートが一番開いた時に点灯する事を確認する。 

 

       

 

 

 

 

 

センサを出しすぎていると、ゲート開時にセンサが破損します。 

調整寸法で取り付けてください。 
 

  取扱い上の注意  
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万一、機械の調子が悪い場合は、不調処置一覧表 

により処置をしてください。 

 

 

・ゲートを開けて点検・調整中、不意にゲートが閉

まり、挟まれて死亡または重傷を負うことがあり

ます。 

ストップバルブを「閉」側に切替えてゲートを確

実に固定してください 

 その後ゲートロックを取り付けてください。 

・ゲートを閉じる時、中に人がいるとゲートに挟ま

れて死亡または重傷を負うことがあります。 

 周囲に人を近づけないでください。 

 

 

 

 

・トワイン巻付装置を調整する時、ローラに接触す

ると巻き込まれ、ケガをする事があります。 

ＰＴＯ及びエンジンを切ってから行ってくださ

い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 症  状 原     因 処      置 

軸
受
部 

・異音の発生 ・ベアリングの破損 ・ベアリングの交換 

・異常発熱 ・ワラなどの巻付き ・巻付きを除去 

２
Ｐ
フ
レ
ー
ム
部 

 
異音の発生 

 
回転部に牧草等の巻付き 

 
巻付きを除去 

可動部の動き

が悪い 

グリース不足 

・取付ボルトのゆるみ 

グリース補充 

調整、増し締め 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ロワーリンクで作業機を持ち上げて点検・

調整を行う時、第三者の不注意により、不

意に降下し、ケガをする事があります。 

 トラクタロワーリンクの油圧回路をロック

して行ってください。 

・傾斜地や凹凸地又は軟弱地などで行うと本

機が不意に動き出して、思わぬ事故を起こ

すことがあります。 

平坦で地盤のかたい所で行ってください。 

・ＰＴＯ及びエンジンをとめずに点検・整備

すると、第三者の不注意により、不意に作

業機が駆動され、思わぬ事故を起こす事が

あります。 

 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や

可動部がとまっている事を確かめて行って

ください。 

 

１ 不調処置一覧表 

６ 不調時の対応 

  警 告  

  危 険 

  

  注 意  
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 症  状 原     因 処      置 

ピ

ッ

ク

ア

ッ

プ

部 

異音の発生 タインの切損 

ロータフラッシュの破損 

牧草・トワインの巻付き 

カムローラベアリングの破損 

ローラチェーンの給脂不良 

ローラチェーンの張り不良 

 

スリップクラッチのフェーシングプ

レートの磨耗 

タイン交換 

ロータフラッシュ交換 

巻付きを除去 

部品交換 

グリース塗布 

5-4-1-3 ピックアップ駆動部」を参考に 

張り調整。 

部品交換 

 

牧草を拾い残

す 

作業姿勢が適正でない 

 

車速が速い 

タインの切損 

ピックアップの浮動調整不良 

「3-2-1 ピックアップのタイン地上高の 

調整」を参考に調整 

車速を下げる 

タイン交換 

「5-4-3 ピックアップの浮動調整」を参考に調整 

牧草が詰まる ＰＴＯ回転速度が遅い 

 

スリップクラッチが作動している 

 

車速が速い 

ウインドローが大きい 

 

「3-3-3実作業の要領」を参考に、ＰＴＯ回

転速度を調整 

「5-4-2 スリップクラッチの調整」を参考に 

 調整 

車速を下げる 

「3-3-1 ウインドローの作り方」を参考に

ウインドローを作る 

ロ

ー

タ

部 

異音の発生 

 

 

 

 

 

 

 

カッティングナイフの破損 

 

ロータスクレーパの調整不良 

 

ローラチェーンの給油不良 

ローラチェーンの張り不良 

 

ロータへの巻付き、つまり 

「3-2-6-2 カッティングナイフ取外し」を 

 参考に、部品交換 

「5-4-6 ロータとスクレーパのすきま調整」

を参考に調整 

オイル補充、ブンパイキ調整 

「5-4-1-1 ローラ、ロータ、スクリュー駆動

部」を参考に、張り調整 

巻付き、つまり除去 

ロータへの巻

付き、つまり 

 

 

 

 

 

 

ＰＴＯ回転速度不良 

 

車速が速い 

ウインドローが大きい 

 

ロータスクレーパの調整不良 

 

シャーボルトが切断している 

「3-3-3実作業の要領」を参考に、ＰＴＯ回

転速度を調整 

車速を下げる 

「3-3-1 ウインドローの作り方」を参考にウ

インドローを作る 

「5-4-6 ロータスクレーパのすきま調整」を

参考に調整 

シャーボルト交換（Ｍ１０×５５） 

ス

ク

リ

ュ

ー

部 

異音の発生 ローラチェーンの給脂不良 

ローラチェーンの張り不良 

 

スクリュースクレーパの調整不良 

 

スクリューへの巻付き、つまり 

グリース塗布 

「5-4-1-1 ローラ、ロータ、スクリュー駆動

部」を参考に、張り調整 

「5-4-5 スクリューとスクレーパのすきま調

整」を参考に調整 

巻付き、つまり除去 

スクリューへ

の巻付き、つ

まり 

 

車速が速い 

ウインドローが大きい 

 

スクリュースクレーパの調整不良 

 

スリップクラッチが作動している 

 

車速を下げる 

「3-3-1 ウインドローの作り方」を参考にウ

インドローを作る 

「5-4-5 スクリューとスクレーパのすきま調

整」を参考に調整 

「5-4-2スリップクラッチの調整」を参考に

調整 
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 症  状 原     因 処      置 

ロ

ー

ラ

部 

異音の発生 ローラへの巻付き、つまり、泥付着

ローラチェーンの給油不足 

ローラチェーンの張り不良 

 

ローラがへこんでいる 

巻付き、詰り、泥除去 

オイル補充、ブンパイキ調整 

「5-4-1-1 ローラ、ロータ、スクリュー駆動

部」を参考に、張り調整 

ローラ交換 

ローラへの巻 

付き 

 

PTO回転数が遅い 

 

ピックアップ部、カッティングロータ

部、スクリュー部に牧草が詰まる 

・ローラがへこんでいる 

「3-3-3 実作業の要領」を参考に、 

PTO回転数を調整 

各部の詰まりの項を参考に調整 

 

・ローラ交換 

ベールがチャ

ンバ内で回ら

ない 

梱包密度が高すぎる 

梱包するものが乾燥しすぎている、

短すぎる 

「3-2-5 梱包密度の調整」を参考に調整 

「3-2-6 カッティングナイフの調整」を参考

に調整 

ローラチェー 

ンの発熱 

・梱包密度が高すぎる 

・ローラチェーンの給油不良 

 

・ローラチェーンの張り不良 

・「3-2-5 梱包密度の調整」を参考に調整 

・オイル補充、ブンパイキ調整「5-4-19 給油

装置の調整」を参考に調整 

・「5-4-1-1 ローラ、ロータ、スクリュー駆動

部」を参考に、張り調整 

ロ
ッ
キ
ン
グ
フ
ッ
ク
部 

作業中、ロッ

キングフック

が外れる 

・ゲート開閉の油圧が完全に戻ってい

ない 

・ロッキングフックの調整寸法が 

 狂っている 

・「3-3-3  実作業の要領」を参考に、 

PTO回転数を調整 

・「5-4-9 梱包密度検出リンクの調整」を参考

に調整 

梱包が緩い ・設定梱包密度が低い 

・トワイン巻数が少ない 

・車速が速い 

・「3-2-5梱包密度の調整」を参考に調整 

・「3-2-2トワイン巻数の調整」を参考に調整 

・車速を下げる 

ト 

ワ 
イ 

ン 

バ 

イ 

ン 

デ 

ィ 

ン 

グ 

部 

設定梱包密度 

 に達してもバ 

インディング 

が作動しない 

・バインディング装置が正規の初期設

定状態になっていない 

・トワインテンションのスプリング調整 

不良 

 

・トワインプーリからトワインが外れて 

 いる 

・トワインのからまり、ひっかかりが

ある 

・「1-4-4 トワインの通し方」を参考に調整 

 

・「5-4-10 トワインテンションの調整」 

｢5-4-11 アームテンションスプリングの調整」

を参考に調整 

・「1-4-4トワインの通し方」を参考に調整 

 

・トワインのからまり、ひっかかりを直す 

 

設定梱包密度 

 になる前にバ 

インディング 

が作動する 

バインディング装置が正規の初期設

定状態になっていないか 

ナイフの切れが悪く、みち糸が長くな

る 

ゴムローラがＶベルトでつれ回って

いる 

「1-4-4 トワインの通し方」を参考に調整

ナイフを交換 

「5-4-13 Ｖベルトのストッパと張り調整」を

参考に調整 

 

ベールがトワ 

 インから外れる 
トワイン巻数が少ない 

トワインの両端部がベールの端部に

近い 

「3-2-2 トワイン巻数の調整」を参考に調整 

「3-2-3 トワインガイドの調整」を参考に 

調整 

 

トワインの切 

れが悪い 

ナイフの切れが悪い 

 

ナイフを交換 
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 症  状 原     因 処      置 

ト

ワ

イ

ン

バ

イ

ン

デ

ィ

ン

グ

部 

・トワインがロ

ータ、ピック

に巻付く 

・トワインスクレーパが開いている 

・スクレーパとローラのスキマが広い 

・スクレーパＡＳ；2240Ｌｏを外して

いる 

 

・トワインスクレーパを閉じる 

・「5-4-7 スクレーパ調整」を参考に調整 

・「5-4-8 ＦＬローラとスクレーパの調整」を

参考に、調整 

 

・牧草がスクレ

ーパＡＳ；

2240Ｌｏに詰

まる 

 

・牧草が高水分である 

 

 

・スクレーパＡＳ；2240Ｌｏを外し 

作業してください 

 

ゲ

ー

ト

開

閉

部 

・ベールが排出

されない 

・梱包密度が高すぎる 

・ウインドロー巾が広すぎる 

 

・急傾斜地で排出しようとしている 

 

・「3-2-5 梱包密度の調整」を参考に調整 

・「3-3-1 ウインドローの作り方」に基づき 

 ウインドローを作る 

・平坦な場所で排出 

 

・ゲートが開か

ない 

・ストップバルブが閉じている 

・油圧系統の破損・油もれ 

 

・バインデイングセンサ検知不良 

 

・ロッキングフック部の調整不良 

 

・排出時、P T Oを止めている 

・パワーパッケージのオイルが不足し 

いる 

・ソウサボックスの電源が入って 

いない 

・コードが正規に取付けられていない 

 

・ストップバルブを開く 

・「2-2-2 ゲート開閉用油圧系統の点検」に基

づき手当て 

・「5-4-20 バインディングセンサ」を 

参考に調整し断線がないか確認 

・「5-4-9 梱包密度検出リンクの調整」に基づ

き調整 

・PTOを回しながら排出 

・「2-3  給油箇所一覧表」に基づきオイル補

充 

・「3-3-3 実作業の要領」を参考に、P TO 

回転速度を調整 

・「1-4-2 ソウサボックスの取付」を参考に配

線をチェック 

ソ

ウ

サ

ボ

ッ

ク

ス

部 

・動作不良 
 ゲートが開かない 

ブザーが鳴らない 

・電源が入っていない 

・コード配線不良 

・コード切断 

・スイッチの調整不良 

・トラクタのバッテリ切れ 

・ソウサボックス破損 

・電源ＯＮにする 

・配線チェック 

・コード交換 

・スイッチ調整 

・トラクタのバッテリ充電、交換 

・ソウサボックス交換、雨風にあたらない所

に保管 

・巻付中 表示

部に「10」が

点灯する 
（ブザー音が鳴

る ピー） 

・ベール排出不良 

 

・安全を確認しながら、ベールをチャンバー

内より取り出す（「3-3-3  実作業の要領」

参照） 
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 症  状 原     因 処      置 

ソ

ウ

サ

ボ

ッ

ク

ス

部 

・全自動になら

ない 

全自動から変

わる 

 

・作業可LED 

 不点灯 

 

・電源投入時もしくはベール排出後に

「全自動」から「自動」「手動」に切

り替わる 

・「ベールイジェクタセンサ、バインディング

センサ、ボトムプレートセンサ、満了セン

サ及びゲート開センサの不良 

・「5-4-20 バインディングセンサ」、「5-4-23 

ボトムプレートセンサと梱包密度検出セン

サの調整」、「5-4-21 イジェクタセンサ」 

を参考に調整・チェック 

 

・全自動又は、

ワンタッチに

よるベール排

出時、イジェ

クタセンサが

反応していな

いのにゲート

が閉じる 

 

・シャットオフバルフの動作不良 

 （バルブの不良か電気系統の不良） 

 

・シャットオフバルブ、コード；セイギョボ

ックス； 1 、制御ボックス； 1 （本機中

央下部）の点検、交換 

・作業中ブザー

が鳴り続ける 

 （間欠音 

 短ピッピッ） 

・ボトムプレートに作物や異物が挟ま

り、ボトムプレートが下がっている 

・ボトムプレートセンサ破損 

・作物や異物を取り除く 

 

・センサ交換後、「5-4-23 ボトムプレートセ

ンサと梱包密度検出センサの調整」に基づ

き調整 

・満了ブザーが

鳴らない 

 

・ソウサボックスの電源が入って 

いない 

・コードが正規に取り付けられて 

いない 

・コードが切断している 

・梱包圧力センサの破損 

 

・電源をＯＮにする 

 

・コードを正規に取り付ける 

 

・センサ交換後、「5- 4-23  ボトムプレートセ

ンサと相包密度検出センサの調整」に基づ

き調整 

 

・電源を投入する

と、ソウサボッ

クスの床板セ

ンサLEDが点

灯している 

・床板センサか電気系統に異常がある

（位置がずれている。コネクタが外れ

ている。故障している） 

・故障部品を交換、接続した上で「5-4-23  ボ

トムプレートセンサと梱包密度検出センサ

の調整」に基づき調整 
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 症  状 原     因 処      置 

ソ

ウ

サ

ボ

ッ

ク

ス

部 

電源を投入す

ると、ソウサ

ボックスの満

了 セ ン サ

LED が点滅

している 

・満了センサか電気系統に異常がある 

 （位置がずれている。コネクタが外

れている。故障しているなど） 

 

・「故障部品を交換、接続した上で「5-4-23   

ボトムプレートセンサと梱包密度検出セン

サの調整」に基づき調整 

 

・作業可LED, 

 巻付中走行禁

止LEDが交

互に点灯し表

示部に数字0

～2が点滅 

 

・ソウサボックスと作業機側制御ボッ

クス間の通信不良 

①0が点滅：制御ボックス；1（本体中

央下部）とソウサボックス間の通

信不良 

②1が点滅；制御ボックス；2（ネット・

トワインケース部）とソウサボッ

クス間の通信不良 

③2が点滅；制御ボックス；2（ネット・

トワインケース部）、制御ボック

ス；1（本体中央下部）とソウサボ

ックス間の通信不良 

 

 

①ソウサボックス、制御ボックス；1（本体中

央下部）の確認、交換 

②ソウサボックス、バスラインコード、制御

ボックス；2（ネット・トワインケース部）

の確認、交換 

 

③ソウサボックス、コード；ソウサボックス、

制御ボックス；2（ネット・トワインケース

部）、制御ボックス；1（本体中央下部）の

確認、交換 

 

・ソウサボック

スの電源を投

入後、作業可

LED、巻付中

走 行 禁 止

LED が交互

に点滅し、表

示部に 91～

98が点滅 

 

 

 

・記録値が適切でない 

（初期設定が適切に行われなかった） 

 

・91（最初の電源投入時）： 

 ソウサボックスを新たに購入した際、初期

化がなされていないので、一度電源を切る

と初期化される 

・92（ゲート閉位置とボトムプレート位置の

不良）： 

 93（満了位置の不良） 

 下記手順でセンサ位置の記録を行う 

 「5. 4. 23. ボトムプレートセンサと梱包密

度検出センサの調整」 

 

シ

ャ

ー

ボ

ル

ト

部 

・シャーボルト

が切断する。 

・PTOの高速始動。 

・ピックアップ部に牧草が詰まっている 

・ローラに牧草が巻付いている 

・車速が速い 

・ウインドローが大きい 

 

・ソウサボックスのスイッチがOFFに

なっている 

 

・低速回転で始動する 

・ピックアップ部の項参照 

 

・ローラの項参照、巻付きを除去 

・車速を下げる 

・「3-3-1 ウインドローの作り方」に基づきウ

インドローを作る 

・「3-3-3 実作業の要領」を参考に作業してく

ださい 

 

パ
ワ
ー
ジ
ョ
イ
ン
ト
部 

・異音の発生 ・給油不良 

 

・ジョイント角度がつき過ぎている 

・パワージョイン卜の取付方向がトラ 

クタと作業機側で逆になっている 

・パイプ（オス・メス）摺動部、スパイダ、

安全カバー取付部に給油 

・ロワーりンク上限を規制する 

・「1-5-4 パワージョイントの連結」を参照し、

チェック 
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 症  状 原     因 処      置 

カ

ッ

テ

ィ

ン

グ

ナ

イ

フ

部

※

１ 

カッティング

ナイフが外れ

ない 

・レバーを切換えていない 

 

・ゴミ等が詰まっている 

 

・「3-2-6-2 カッティングナイフの取外し」を

参照 

・ゴミ等の除去 

 

ネ

ッ

ト

バ

イ

ン

デ

ィ

ン

グ

部

※

２ 

・ネットがロー

ラに巻き付く 

・スクレーパが曲がってゴムローラと

のスキマがひろくなっている 

 

・ナイフアームが正規の位置にセット

されていない時にネットを繰出した 

・スクレーパの曲がりを直す 

TRB・TCR2240 AN は、スクレーパすき

まを調整する 

・ゲートを全開し、ナイフアームが正規の位

置に止まるようにする 

 

・ネットが繰出

されない 

 

・プーリとＶベルトとの間でスリップ

している 

・ソウサボックスのスイッチが OFF

になっている 

 

・「5-4-13 Ｖベルトのストッパと張り調整」

に基づき調整 

・「3-3-3 実作業の要領」を参考に作業してく

ださい 

 

・作業途中で勝

手にネットが

繰出される 

 

 

・ゴムローラがＶベルトでつれ回って

いる 

・ブレーキアームがネットロールを 

押さえていない 

 

・「5-4-13 Ｖベルトのストッパと張り調整」

に基づき調整 

・「1-4-5 ネットロールの装着」に基づき調整 

・ネットが切れ

ない 

・ナイフ又はシャバーが摩耗・破損して

いる 

・ナイフとシャバーの間にスキマがある 

 

・ナイフアームが正規の位置にとまって

いない 

 

・部品表を参考に交換又は裏返して再取付 

する 

・「5-4-15 ナイフとシャバーの調整」に基づ

き調整 

・「5-4-14 ナイフアームのセット調整」に基

づき調整 

 

・ネットがベー

ル中央による 

・プレーキアームがネット ロールを押

さえていない 

・トラクタのPTO回転速度が速い 

 

・「1-4-5 ネットロールの装着」に基づき 

処置 

・PTO回転速度を350～500rpm にする 

・ブザーが鳴ら

ない 

・スイッチがOFFになっている 

・コードが正規に取付けられていない 

・コードが断線している 

 

・スイッチをONにする 

・コードを正規に取付ける 

・コード交換 
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 症  状 原     因 処      置 

そ
の
他
の
電
装 

・動作不良 ・コードの断線 

・被覆の破れ 

 

 

 

 

・コード交換 

・コード交換 

 

※ 1. TCR2240AT、TCR2240AN に適応 

※ 2. TCR2240AN、TRB2240AN に適応 

 

原図や処置の仕方がわからない場合は下記事項とともに購入先にご相談ください。 

1.  製品名 

2.  部品供給型式（型式） 

3.  製品番号 

4.  故障内容（できるだけ詳しく〉 
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７ 配  線  図 
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